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はじめに

このマニュアルでは、SPARC®および x86アーキテクチャーベースの、ネットワーク
に接続されたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方で、
SolarisTMオペレーティングシステム (OS)のインストールまたはアップグレードを計
画する方法を説明します。また、Solarisゾーン、GRUBベースのブート、およびイン
ストール時のRAID-1ボリュームの作成など、インストールに関係するいくつかの技
術の概要についても説明します。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載され
ていません。

注 –この Solarisリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテクチャー
(UltraSPARC®、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)を使用するシステムをサ
ポートします。サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility
List (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してください。本書では、プラット
フォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、以下を参照してください。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ 「x64」は、AMD64または EM64Tシステムに関する 64ビット特有の情報を指し
ます。

■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility Listを参照して
ください。

対象読者
このマニュアルは、Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を対象とし
ています。このマニュアルには、次の 2種類の情報が含まれています。

■ ネットワーク環境で複数の Solarisマシンを管理するエンタープライズシステム管
理者向けの上級 Solarisインストール計画情報

7

http://www.sun.com/bigadmin/hcl


■ Solarisのインストールやアップグレードを不定期に行うシステム管理者向けの、
Solarisのインストールに関する基本的な計画情報

関連マニュアル
表 P–1に、システム管理者向けのマニュアルの一覧を示します。

表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル

説明 インフォメーション

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムをインストールす
る必要がありますか。Solarisインストールプログラムは、手順
を追ってインストールを案内します。

『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本編)』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Solaris Live
Upgradeを使うことにより、アップグレード時のシステム停止
時間を短縮します。

『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Solarisインストール
プログラムは、手順を追ってインストールを案内します。

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』

複数のマシンに Solarisをインストールする必要がありますか。
JumpStart TMを使用してインストールを自動化します。

『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

複数のシステムをすばやくインストールしたり、パッチを適用
したりする必要がありますか。Solarisフラッシュソフトウェア
を使用して Solarisフラッシュアーカイブを作成し、クローンシ
ステム上にOSのコピーをインストールします。

『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 23章「ファイルシステムのバックアップと
復元 (概要)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Solarisご使用にあたって』

使用しているシステムが Solaris上で動作することを確認する必
要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』

このリリースで追加されたパッケージ、削除されたパッケー
ジ、または変更されたパッケージを確認する必要があります
か。

『Solarisパッケージリスト』

はじめに
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表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル (続き)
説明 インフォメーション

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサードパー
ティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があります
か。

Solaris Hardware Compatibility List for x86 Platforms

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–2 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Solarisのインストールおよびアップグ
レードの計画の概要
このパートでは、任意のインストールプログラムによる Solarisオペレーティン
グシステムのインストールまたはアップグレードの計画について説明します。

パ ー ト I
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Solarisインストールの計画についての参
照先

このマニュアルは、2つのパートに分けられます。1つはインストールやアップグ
レードに関する計画の概要、もう 1つはインストールに関係するいくつかの技術の
概要です。この章では、このマニュアル全体のロードマップについて解説します。

計画とシステム要件についての参照先
『Solaris 10 8/07インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』に
は、システム要件と、ファイルシステムを計画するうえでのガイドラインやアップ
グレードの計画などの計画の概要が記載されています。次の一覧に、この計画マ
ニュアルの章構成とそれらの章へのリンクを示します。

章の説明 参照先

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明しま
す。

第 2章

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードを実施する前
に決定する必要のある内容について説明します。ネットワークインス
トールイメージやDVDメディアをどのようなときに使用するかを判断
するのに役立つ例や、すべての Solarisインストールプログラムについて
の説明を記載しています。

第 3章

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシステ
ム要件について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての一般
的な指針や、スワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明しま
す。アップグレードの制限についても説明します。

第 4章

1第 1 章
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章の説明 参照先

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の
収集に役立つチェックリストが含まれています。ここで提供される情報
は、対話式インストールの実行時などに役立ちます。このチェックリス
トでは、対話式インストールを行うために必要なすべての情報が得られ
ます。

第 5章

これらの章では、Solaris OSのインストールとアップグレードに関連す
るいくつかの技術の概要を説明します。これらの技術に関連するガイド
ラインと要件も含まれています。これらの章には、GRUBベースのブー
ト、Solarisゾーン区分技術、およびインストール時に作成できる
RAID-1ボリュームについての情報が含まれています。

パート II「GRUB、Solarisゾーン、および
RAID-1ボリュームに関連するインストール
について」

計画とシステム要件についての参照先
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Solarisインストールの新機能

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明します。Solaris
OSすべての機能の詳細は、『Solaris 10の概要』を参照してください。この章の内容
は次のとおりです。

■ 15ページの「Solaris 10 8/07リリースにおけるインストールの新機能」
■ 19ページの「Solaris 10 11/06リリースにおけるインストールの新機能」
■ 21ページの「Solaris 10 1/06リリースにおける Solarisインストールの新機能」
■ 24ページの「Solaris 10 3/05リリースにおける Solarisインストールの新機能」

Solaris 10 8/07リリースにおけるインストールの新機能

非大域ゾーンをインストールしている場合の
Solaris OSのアップグレード
Solaris 10 8/07以降のリリースでは、非大域ゾーンがインストールされている場合
に、以前のリリースに見られたほとんどの制限を受けずに Solaris OSをアップグレー
ドできます。

注 –アップグレードに対する唯一の制限は、Solarisフラッシュアーカイブに関するも
のです。Solarisフラッシュアーカイブを使ってインストールを行う場合は、非大域
ゾーンが含まれているアーカイブがシステムに正しくインストールされません。

非大域ゾーンがインストールされているシステムに対応するための変更を次にまと
めます。

■ Solaris対話式インストールプログラムでは、DVDだけでなくCDを使って非大域
ゾーンがインストールされている場合も、システムのアップグレードまたは
パッチの適用が可能です。あるいは、DVDまたはCDのどちらに対してもネット

2第 2 章
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ワークインストールイメージを使用できます。以前は、DVDによるアップグレー
ドに制限されていました。インストールされている非大域ゾーンの数に応じて、
アップグレードまたはパッチに要する時間が大幅に長くなる場合があります。

■ 自動化された JumpStartインストールでは、アップグレードまたはパッチに適用
する任意のキーワードを使ってアップグレードまたはパッチを行うことができま
す。以前のリリースでは、使用できるキーワードの数が制限されていました。イ
ンストールされている非大域ゾーンの数に応じて、アップグレードまたはパッチ
に要する時間が大幅に長くなる場合があります。

■ Solaris Live Upgradeでは、非大域ゾーンが含まれているシステムのアップグレー
ドまたはパッチの適用が可能です。システムに非大域ゾーンが含まれている場合
は、アップグレードプログラムまたはパッチを追加するプログラムとして、
Solaris Live Upgradeを推奨します。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大
なアップグレード時間が必要となる場合があります。これは、アップグレードの
実行に要する時間が、インストールされている非大域ゾーンの数に比例して増加
するからです。Solaris Live Upgradeを使ってシステムにパッチを適用する場合
は、システムをシングルユーザーモードにする必要がないため、システムの稼働
時間を最大限に活用できます。

Solaris Live Upgradeは、非アクティブブート環境にOSのコピーを作成します。非
アクティブブート環境は、非大域ゾーンがインストールされている場合にアップ
グレードまたはパッチの適用が可能です。その後、非アクティブブート環境を
ブートすれば、新しいブート環境にできます。非大域ゾーンがインストールされ
ているシステムに対応するための変更は次のとおりです。
■ 新しいパッケージ SUNWlucfgをほかの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWlur

および SUNWluuとともにインストールする必要があります。このパッケージ
は、非大域ゾーンがインストールされているシステムだけでなく、どのシステ
ムにも必要です。

これらの 3つのパッケージは、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードを
行うのに必要なソフトウェアを構成します。これらのパッケージには、既存の
ソフトウェア、新しい機能、およびバグ修正が含まれています。Solaris Live
Upgradeを使用する前にこれらのパッケージをシステムにインストールしない
と、ターゲットリリースへのアップグレードは失敗します。

■ 現在稼働しているブート環境から新しいブート環境を作成する方法は以前のリ
リースの場合と同じですが、例外が 1つあります。非大域ゾーン内の共有
ファイルシステムの宛先ディスクスライスを指定できます。

-mオプションの引数には、新しい省略可能フィールド zonenameが追加されま
した。この新しいフィールドを使用すると、新しいブート環境を作成し、個別
のファイルシステムを含むゾーンを指定できます。この引数は、ゾーンの
ファイルシステムを新しいブート環境の個々のスライス上に配置します。

■ lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境に存在する、
それらに対応するファイルシステムにアクセスできるようにします。大域ゾー
ン管理者が lumountコマンドを使って非アクティブブート環境をマウントする
と、同様にブート環境が非大域ゾーン用にマウントされます。

Solaris 10 8/07リリースにおけるインストールの新機能
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■ ブート環境の比較機能が向上しました。lucompareコマンドは、非大域ゾーン
の内容が含まれているブート環境の比較を行うようになりました。

■ lufslistコマンドによるファイルシステムの表示機能が向上し、大域ゾーン
と非大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧が表示されるようになりまし
た。

非大域ゾーンがインストールされているシステムをアップグレードする手順または
Solarisゾーン区分技術に関する情報については、次の参照先を参照してください。

説明 参照先

非大域ゾーンが含まれるシステムにおける
Solaris Live Upgradeによるアップグレード

『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の第 9
章「非大域ゾーンがインストールされているシ
ステムにおける Solaris OSのアップグレード」

非大域ゾーンの作成と使用 『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源
管理と Solarisゾーン)』

JumpStartによるアップグレード 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

Solaris対話式インストールGUIによるアップグ
レード

『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本編)』

新しい sysidkdbツールによってキーボードの設定
が不要になる
この機能は、次のリリースで新たに加わりました。

■ Solaris 10 11/06以降のリリース (SPARCの場合)
■ Solaris 10 8/07以降のリリース (x86の場合)

sysidkdbツールは、USB言語とそれに対応するキー配列を設定します。

次の手順で行われます。

■ キーボードが自己識別型である場合は、インストール時にキーボードの言語およ
び配列が自動的に設定されます。

■ キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にユーザーがキーボード
設定の配列を選択できるように、サポートされているキー配列の一覧が sysidkdb

ツールによって提供されます。

SPARC:以前は、USBキーボードのインストール時の自己識別値を 1としていまし
た。そのため、自己識別型でないキーボードはすべて、インストール時に必ず米国
英語 (U.S. English)キー配列に設定されていました。

Solaris 10 8/07リリースにおけるインストールの新機能
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注 – PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

JumpStartプログラムの使用時にプロンプトが表示されないよう
にする
キーボードが自己識別型でない場合に、JumpStartインストール時にプロンプトが表
示されないようにするには、sysidcfgファイルでキーボードの言語を選択します。
JumpStartインストールの場合、デフォルトは米国英語 (U.S. English)用です。別の言
語とそれに対応するキー配列を選択するには、sysidcfgファイルでキーボードの
キーワードを設定します。

詳細は、次のいずれかを参照してください。

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワークインストール)』の「sysidcfg
ファイルによる事前設定」

■ sysidtool(1M)のマニュアルページ
■ sysidcfg(4)のマニュアルページ

インストール時に設定可能なNFSv4ドメイン名
Solaris 10 8/07以降のリリースでは、Solaris OSのインストール時にNFSバージョン 4
のドメインを定義できるようになりました。以前は、インストール後に初めてシス
テムを再起動した際にNFSドメイン名を定義していました。

この新しい機能は、インストールに次のような影響を及ぼします。

■ sysidtoolコマンドには、強化された sysidnfs4プログラムが組み込まれていま
す。sysidnfs4プログラムは、インストールプロセス時に実行されて、NFSv4ドメ
インがネットワーク用に構成されているかどうかを調べるようになりました。

詳細は、sysidtool(1M)および sysidnfs4(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

対話式インストール時には、OSから自動的に付与されたNFSv4ドメイン名がデ
フォルトとして提示されます。ユーザーは、このデフォルトをそのまま使用でき
ます。または、別のNFSv4ドメインを指定してもかまいません。

■ Solaris JumpStartインストールの一環として、新しいキーワードを sysidcfgファイ
ルで使用できます。ユーザーは、新しいキーワード nfs4_domainを使用して、
NFSv4ドメインの値を割り当てることができるようになりました。
■ この新しいキーワードの詳細は、sysidnfs4(1M)のマニュアルページを参照し
てください。このマニュアルページには、この新しいキーワードの使用例も記
載されています。

Solaris 10 8/07リリースにおけるインストールの新機能
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■ NFSv4ドメイン名の設定の詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネットワーク
サービス)』を参照してください。

Solaris 10 11/06リリースにおけるインストールの新機能

制限されたネットワークプロファイルを使用した
セキュリティー拡張
Solaris 10 11/06以降のリリースでは、インストール時に、ネットワークサービスのデ
フォルト動作を設定できるようになりました。これにより、ネットワークサービス
のデフォルト動作が大幅にセキュリティー強化されます。対話式インストール (ハン
ズオン)の実行時、インストール構成の選択画面にこの新しいセキュリティーオプ
ションが表示されます。自動化された JumpStartインストール (ハンズオフ)の場合、
sysidcfgファイル内で新しい service_profileキーワードを使用することで、制限
されたネットワークプロファイルを選択できます。このセキュリティーオプション
を使用できるのは、初期インストールを実行するときだけです。アップグレードで
は、以前に設定したサービスが保持されます。ただし netservicesコマンドを使用す
れば、必要に応じてアップグレード後にネットワークサービスを制限することがで
きます。

ネットワークのセキュリティーを制限する場合、多数のサービスが完全に無効にな
ります。その他のサービスは引き続き有効ですが、ローカル接続のみに制限されま
す。Secure Shellは、引き続きシステムへのリモート管理アクセスに使用できます。

この制限されたネットワークプロファイルを使用すると、インターネットや LAN上
で公開されるリスクを減らすことができます。グラフィカルなデスクトップおよび
外部へのネットワークアクセスは、引き続き完全に利用できます。たとえば、グラ
フィカルインタフェースへのアクセス、ブラウザや電子メールクライアントの使
用、およびNFSv4ファイル共有のマウントを引き続き実行できます。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンド
を使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にすること
ができます。52ページの「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参照し
てください。

このセキュリティーオプションの追加情報については、次の資料を参照してくださ
い。

Solaris 10 11/06リリースにおけるインストールの新機能
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表 2–1 制限されたネットワークプロファイルの追加情報

説明 参照先

ネットワークサービスのセキュリティーを管理
する

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「SMFプ
ロファイルを作成する方法」

インストール後にネットワークサービスを再開
する

52ページの「インストール後のセキュリティー
設定の修正」

インストール構成を計画する 50ページの「ネットワークセキュリティーの計
画」

ハンズオンインストールの実行中に、制限され
たネットワークセキュリティーを選択する

『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本
編)』の第 2章「Solarisインストールプログラム
によるインストール (作業)」

JumpStartインストールで制限されたネットワー
クセキュリティーを設定する

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「service_profileキーワー
ド」

Solaris Trusted Extensionsのインストール
Solaris 10 11/06以降のリリースでは、Solaris Trusted Extensionsは Solaris OS用の複数
レベルのセキュリティーを提供します。この機能により、情報を柔軟かつ高度にセ
キュリティー保護された方法で制御できます。データへのアクセスを、データの所
有権だけではなくデータの機密性に基づいて厳密に制御できるようになりました。

Solaris Trusted Extensionsへのアクセスを実現するインストールは、標準のインストー
ルとは異なります。これらのインストールの相違点のリストおよび Solaris Trusted
Extensionsの詳細は、『Solaris Trusted Extensionsインストールと構成』の「Trusted
Extensions用 Solaris OSのインストールまたはアップグレード (手順)」を参照してく
ださい。

Solarisフラッシュを使用した大規模なファイルを
含むアーカイブの作成
flarcreateコマンドから、個別のファイルに対するサイズ制限がなくなりました。
各ファイルのサイズが 4Gバイトを超えていても Solarisフラッシュアーカイブを作成
できます。次の 2つのアーカイブユーティリティーを使用できます。

■ cpioアーカイブユーティリティー (デフォルト)。個別のファイルが 2Gバイトま
たは 4Gバイトを越えることはできません。使用する cpioのバージョンにより、
適用されるサイズ制限が異なります。

Solaris 10 11/06リリースにおけるインストールの新機能
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■ -L paxオプションを指定すると、ポータブルアーカイブ交換ユーティリティー
paxが呼び出されます。-L paxオプションを指定すると、個別ファイルのサイズ
制限なしでアーカイブを作成できます。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作成と
インストール)』の「大規模なファイルを含むアーカイブの作成」を参照してくださ
い。

Solaris 10 1/06リリースにおける Solarisインストールの新
機能

この節では、Solaris 10 1/06リリースの次のような新しいインストール機能について
説明します。

非大域ゾーンをインストールしている場合の
Solaris OSのアップグレード
Solarisゾーン区分技術には、1つの Solarisインスタンス、つまり大域ゾーンに、複数
の非大域ゾーンを設定する機能があります。非大域ゾーンはアプリケーション実行
環境の 1つで、そこではプロセスがほかのすべてのゾーンから隔離されます。Solaris
10 1/06以降のリリースでは、非大域ゾーンがインストールされたシステムが稼働し
ている場合は、標準の Solarisアップグレードプログラムを使用してアップグレード
できます。アップグレードに使用できるのは、Solarisの対話式インストールプログ
ラムか、カスタム JumpStartです。非大域ゾーンがインストールされている場合の
アップグレードには、若干の制限があります。

■ サポートされるカスタム JumpStartキーワードの数には制限があります。サポー
トされるカスタム JumpStartキーワードの一覧は、『Solaris 10 8/07インストールガ
イド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。

■ Solaris Operating System DVDまたはDVDから作成されたネットワークインストー
ルイメージを使用する必要があります。Solaris SOFTWARE CDを使用してシステ
ムをアップグレードすることはできません。このプログラムを使用したインス
トールの詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本編)』の第 2章「Solaris
インストールプログラムによるインストール (作業)」を参照してください。

■ 非大域ゾーンがインストールされているシステムでは、Solaris Live Upgradeを使
用してシステムをアップグレードしないでください。ブート環境は lucreateコマ
ンドを使用して作成できますが、luupgradeコマンドを使用して非大域ゾーンが
インストールされているブート環境をアップグレードすることはできません。そ
の場合は、アップグレードに失敗し、エラーメッセージが表示されます。

Solaris対話式インストールプログラムの使用方法の詳細は、『Solaris 10 8/07インス
トールガイド (基本編)』を参照してください。

Solaris 10 1/06リリースにおける Solarisインストールの新機能
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x86: GRUBベースのブート
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、オープンソースのGNU GRand Unified Boot
Loader (GRUB)が x86ベースのシステムの Solaris OSに採用されています。GRUBの役
割は、ブートアーカイブをシステムのメモリーにロードすることです。ブートアー
カイブは、root (/)ファイルシステムがマウントされる前のシステム起動時に必要と
される重要なファイルの集合です。ブートアーカイブを使用して Solaris OSをブート
します。

もっとも注目すべき変更点は、Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用
補助)がGRUBメニューに置き換えられたことです。GRUBメニューにより、システ
ムにインストールされている別のオペレーティングシステムのブートが容易になり
ます。GRUBメニューは x86ベースのシステムのブート時に表示されます。矢印キー
を使用して、インストールするOSインスタンスをGRUBメニューから選択できま
す。OSインスタンスを選択しないと、デフォルトのOSインスタンスがブートしま
す。

GRUBベースのブート機能により、次の点が改善されます。

■ ブート動作の高速化

■ USB CDドライブまたはDVDドライブからのインストール
■ USBストレージデバイスからブートする機能
■ PXEブート用の簡略化されたDHCPセットアップ (ベンダー固有のオプションな
し)

■ すべての実行時モードドライバの削除

■ Solaris Live UpgradeおよびGRUBメニューを使用して、ブート環境をすばやくア
クティブ化およびフォールバックする機能

GRUBの詳細については、次の節を参照してください。
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作業 GRUBの作業 参照先

インストール GRUBベースのブートの概要 79ページの「x86: GRUBベースのブート (概要)」

GRUBベースのブートのインストール計
画

82ページの「x86: GRUBベースのブート (計画)」

GRUBメニューを使用したネットワーク
経由のブートおよびインストール方法

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の「DVDイメージを使用した
ネットワークからのシステムのインストール」

GRUBメニューとカスタム JumpStartイ
ンストール方式によるブートおよびイ
ンストール方法

『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStartインス
トールの実行」

GRUBメニューと Solaris Live Upgradeを
使用して、ブート環境をアクティブ化
およびフォールバックする方法

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブート
環境のアクティブ化」

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の第 6
章「障害回復:元のブート環境へのフォール
バック (作業)」

GRUBメニューの menu.lstファイルの
検出

『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「GRUBメ
ニューのmenu.lstファイルの検出 (作業)」

システム管理 GRUBメニューによるシステム管理作業
の実行方法

■ 『Solarisのシステム管理 (基本編)』
■ 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』

■ bootadm(1M)

■ installgrub(1M)

注 – GNUは、「GNU's Not UNIX」の再帰的頭字語です。詳細について
は、http://www.gnu.orgを参照してください。

Solarisリリースのアップグレードサポートの変更
Solaris 10 1/06以降のリリースは、Solaris 8、9、または 10リリースからアップグレー
ド可能です。Solaris 7リリースからのアップグレードはサポートされていません。
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Solaris 10 3/05リリースにおける Solarisインストールの新
機能

この節では、Solaris 10 3/05リリースの次のような新しいインストール機能について
説明します。

インストール手順の統一を含めた Solarisインス
トールの変更
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solaris OSのインストールにいくつかの変更が加
えられ、より簡単で統一された方法でインストールできます。

変更内容は次のとおりです。

■ 今回のリリースには、1枚のインストールDVDと数枚のインストールCDが付い
ています。Solaris Operating System DVDには、すべてのインストールCDの内容が
含まれています。

■ Solaris Software 1 –ブート可能なCDは、このCDだけです。このCDから、
Solarisインストール用グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)またはコン
ソールベースのインストールを利用できます。また、どちらのインストールを
利用する場合でも、選択したソフトウェア製品だけをインストールすることも
できます。

■ その他の Solaris Operating System CD –これらのCDには次のものが含まれま
す。
■ Solarisパッケージ (必要に応じてインストールします)
■ サポートまたは非サポートのソフトウェアが入っている ExtraValueソフト
ウェア

■ インストーラ
■ ローカライズされたインタフェースソフトウェアおよびマニュアル

■ Solaris Installation CDはなくなりました。
■ CDまたはDVDのどちらでインストールする場合も、GUIインストールがデ
フォルトです (十分なメモリーがある場合)。ただし、textブートオプションを使
用してコンソールベースのインストールを指定することもできます。

■ インストール手順が単純化され、ブート時に言語サポートを選択し、ロケールを
後で選択できます。

注 – GUIまたはコンソールを使用しない Solarisカスタム JumpStartTMインストール方
式には変更はありません。
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OSをインストールするには、Solaris Software - 1 CDまたは Solaris Operating System
DVDを挿入してから、次のいずれかのコマンドを入力します。

■ デフォルトのGUIインストールの場合 (システムメモリーが十分にある場合)は、
boot cdromと入力します。

■ コンソールベースのインストールの場合は、boot cdrom - text と入力します。

新しい textブートオプションのあるCDまたは
DVDメディアを使用して Solaris OSをインス
トールする方法について

『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本編)』

CDメディアによるインストールサーバーの設
定方法の変更について

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』

GUIインストールまたはコンソールベースのインストールを利用
する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、ソフトウェアのインストールにGUIを使用する
か、ウィンドウ表示環境を使用するか、またはウィンドウ表示環境を使用しないか
を選択できます。十分なメモリーがある場合は、デフォルトでGUIが表示されま
す。メモリー不足によりGUIを表示できない場合はデフォルトで別の環境が表示さ
れます。nowinブートオプションまたは textブートオプションを指定すると、デ
フォルトよりも優先されます。ただし、システムのメモリー量による制限や、リ
モートでインストールする場合の制限があります。また、ビデオアダプタが検出さ
れない場合、Solarisインストールプログラムは自動的にコンソールベースの環境で
表示されます。

具体的なメモリー要件については、39ページの「システム要件と推奨事項」を参照
してください。
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カスタム JumpStartインストールのパッケージと
パッチの機能拡張
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、カスタム JumpStartインストール方式を使用して
Solaris OSをインストールおよびアップグレードした場合、新しくカスタマイズする
ことで次のことが可能になります。

■ Solarisフラッシュインストールと追加パッケージ

カスタム JumpStartプロファイルの packageキーワードが拡張され、Solarisフ
ラッシュアーカイブを追加パッケージとともにインストールできるようになりま
した。たとえば、2台のマシンに同じ基本アーカイブをインストールし、それぞ
れのマシンに別のパッケージを追加することができます。これらのパッケージ
は、Solaris OSディストリビューションに含まれている必要はありません。

■ Solarisディストリビューションに含まれない追加パッケージのインストール

packageキーワードが拡張され、Solarisディストリビューションに含まれない
パッケージもインストールできるようになりました。追加パッケージをインス
トールするために、インストール後スクリプトを作成する必要がなくなりまし
た。

■ Solaris OSパッチをインストールする機能

カスタム JumpStartプロファイルの新しい patchキーワードを使用して、Solaris OS
のパッチをインストールできます。この機能を利用して、パッチファイルに指定
されているパッチをインストールできます。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照し
てください。

インストール時に複数のネットワークインタ
フェースを構成する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムを使用してイン
ストール時に複数のインタフェースを構成できます。これらのインタフェースは、
システムの sysidcfgファイルに事前に構成できます。また、インストール時に構成
することもできます。詳細については、次のドキュメントを参照してください。

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワークインストール)』
■ sysidtool(1M)

■ sysidcfg(4)
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SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点
以前の Solarisリリースでは、Solarisソフトウェアは 32ビットコンポーネントと 64
ビットコンポーネントがそれぞれ別のパッケージで提供されていました。Solaris 10
3/05以降のリリースでは、パッケージが簡略化され、32ビットコンポーネントと 64
ビットコンポーネントのほとんどが 1つのパッケージで配布されています。統合さ
れたパッケージでは、元の 32ビットパッケージの名前がそのまま使用されていま
す。64ビットパッケージは提供されなくなりました。

64ビットパッケージがなくなったことで、インストールが簡素化され、パフォーマ
ンスも向上します。

■ パッケージ数が減ったことで、パッケージのリストが含まれるカスタム JumpStart
スクリプトが簡素化されます

■ ソフトウェア機能を 1つのパッケージにまとめるだけなので、パッケージシステ
ムも簡素化されます

■ インストールするパッケージ数が少ないため、インストール時間が短縮されます

64ビットパッケージの名前は、次の規則に従って変更されます。

■ 64ビットパッケージに対応する 32ビットパッケージが存在する場合は、その 32
ビットパッケージの名前が 64ビットパッケージに付けられます。たとえば、
/usr/lib/sparcv9/libc.so.1などの 64ビットライブラリの場合、以前は SUNWcslx

で提供されていましたが、現在は SUNWcslで提供されます。64ビットの SUNWcslx

パッケージは提供されなくなりました。
■ 対応する 32ビットパッケージが存在しない場合は、名前から接尾辞「x」が削除
されます。たとえば、SUNW1394xは SUNW1394になります。

このため、カスタム JumpStartスクリプトやほかのパッケージインストールスクリプ
トで 64ビットパッケージを参照している場合は、これらのスクリプトを変更して参
照を削除する必要があります。

カスタム JumpStartインストール方式による新し
いブート環境の作成
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisオペレーティングシステムをインストー
ルする場合に、JumpStartインストール方式を使用して空のブート環境を作成できま
す。空のブート環境には、必要なときに備えて Solarisフラッシュアーカイブを格納
しておくことができます。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の第 8
章「カスタム JumpStart (リファレンス)」を参照してください。
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限定ネットワークソフトウェアグループ
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、インストール時に限定ネットワークソフト
ウェアグループ (SUNWCrnet)を選択または指定することにより、有効なネットワー
クサービスが少なくても、よりセキュリティー保護されたシステムを構築できま
す。限定ネットワークソフトウェアグループでは、システム管理ユーティリティー
とマルチユーザーのテキストベースコンソールが利用できます。SUNWCrnetは、
ネットワークインタフェースを有効にします。インストール時に、ソフトウェア
パッケージを追加したり、必要に応じてネットワークサービスを使用可能にするこ
とによって、システムの構成をカスタマイズすることができます。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照し
てください。

Virtual Table of Contentsを使用してディスクパー
ティションテーブルを変更する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムにより、Virtual
Table of Contents (VTOC)から既存のスライスをロードできます。インストーラのデ
フォルトのディスクレイアウトを使用するのではなく、インストール時にシステム
の既存のディスクスライステーブルをそのまま使用できるようになりました。

x86:デフォルトブートディスクパーティションレ
イアウトの変更
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムの新機能とし
て、ブートディスクパーティションレイアウトが採用されています。ブートディス
クパーティションのデフォルトのレイアウトは、Sun x86ベースのシステムのサービ
スパーティションと調和します。このインストールプログラムを使用すれば、既存
のサービスパーティションをそのまま使用できます。

デフォルトのブートディスクレイアウトには、次のパーティションが含まれます。

■ 1番目のパーティション –サービスパーティション (システムの既存サイズ)
■ 2番目のパーティション – x86ブートパーティション (約 11Mバイト)
■ 3番目のパーティション – Solarisオペレーティングシステムパーティション (ブー
トディスクの残りの領域)

このデフォルトのレイアウトを使用する場合は、Solarisインストールプログラムか
らブートディスクレイアウトの選択を要求されたときに、「デフォルト」を選択し
ます。
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注 –サービスパーティションが現在作成されていないシステムに Solaris OS x86ベース
のシステムをインストールすると、Solarisインストールプログラムは新しいサービ
スパーティションを作成しません。このシステムにサービスパーティションを作成
するには、最初にシステムの診断CDを使用してサービスパーティションを作成して
ください。サービスパーティションを作成してから、Solarisオペレーティングシス
テムをインストールします。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照し
てください。
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Solarisのインストールおよびアップグ
レード (ロードマップ)

この章では、Solarisオペレーティングシステム (OS)のインストールやアップグレー
ドを実施する前に行うべき決定に関して説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

■ 31ページの「作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグ
レード」

■ 34ページの「ネットワークからインストールするかDVDまたはCDを使ってイ
ンストールするか」

■ 35ページの「初期インストールかアップグレードか」
■ 36ページの「Solarisインストール方法の選択」
■ 50ページの「ネットワークセキュリティーの計画」
■ 38ページの「Sun Java System Application Server Platform Edition 9」

注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisのマ
ニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場
合があります。

x86:混同を避けるため、このマニュアルでは、x86 fdiskパーティションと Solaris
fdiskパーティション内の分割とを区別しています。x86 fdiskの分割を「パー
ティション」と呼びます。Solaris fdiskパーティション内の分割を「スライス」と呼
びます。

作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたは
アップグレード

次の作業マップは、どのインストールプログラムを使用して Solaris OSのインストー
ルやアップグレードを行う場合にも必要となる作業の概要を示したものです。イン
ストールしようとする環境にとってもっとも効率的なインストールを行うためにど
ういった選択をすべきかを、この作業マップを参考にして判断してください。
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表 3–1 作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード

作業 説明 参照先

初期インストールかアップ
グレードかを選択します。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選
択します。

35ページの「初期インストール
かアップグレードか」。

インストールプログラムを
選択します。

Solaris OSには、インストールまたはアップグレード用
のプログラムがいくつか用意されています。インストー
ル環境に最も適した方法を選択してください。

36ページの「Solarisインストー
ル方法の選択」。

(Solaris対話式インストー
ルプログラム)デフォルト
インストールかカスタムイ
ンストールを選択します。

環境に適したインストールの種類を決定します。
■ グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用
する場合は、デフォルトインストールかカスタムイ
ンストールかを選択できます。

■ デフォルトインストールでは、ハードディスク
がフォーマットされ、事前に選択されている一
連のソフトウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールでは、ハードディスクの
配置を変更したり、必要なソフトウェアを選択
したりしてインストールできます。

■ グラフィカルインタフェースではないテキストイン
ストーラを使用する場合は、デフォルト値をそのま
ま使用するか、値を編集してインストールするソフ
トウェアを選択できます。

Solarisインストールプログラム
の選択肢については、第 5章を
参照してください。

初期インストールの場合の
み、オープンネットワーク
セキュリティーを使用する
か、制限されたネットワー
クセキュリティーを使用す
るかを選択します。

初期インストールでは、インストール時にネットワーク
サービスを無効にするか、ローカル要求にのみ応答する
ようにするかを決定します。デフォルトでは、インス
トール時にオープンネットワークセキュリティーが選択
されます。

50ページの「ネットワークセ
キュリティーの計画」

システム要件を検討しま
す。また、ディスク容量お
よびスワップ領域を計画を
立てて割り当てます。

インストールまたはアップグレードの最小要件をシステ
ムが満たしているかどうかを判断します。インストール
する Solaris OSのコンポーネントに必要なディスク容量
をシステムに割り当てます。システムに適したスワップ
領域レイアウトを決定します。

第 4章。

システムをローカルメ
ディアからインストールす
るかネットワークからイン
ストールするかを選択しま
す。

環境にもっとも適したインストールメディアを選択しま
す。

34ページの「ネットワークから
インストールするかDVDまた
はCDを使ってインストールす
るか」。
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表 3–1 作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

システム情報を収集しま
す。

■ Solarisインストールプログラムの場合は、ワーク
シートを使って、インストールやアップグレードに
必要なすべての情報を収集します。

■ カスタム JumpStartインストールの場合は、プロ
ファイルでどのプロファイルキーワードを使用する
かを決定します。キーワードの説明を確認して、シ
ステムについて必要な情報を見つけます。

■ Solarisインストールプログ
ラムの場合は、次のいずれ
かを参照してください。

■ 初期インストールの場
合:
57ページの「インス
トール用のチェックリ
スト」

■ アップグレードの場合:
第 5章

■ カスタム JumpStartのインス
トール方法については、
『Solaris 10 8/07インストー
ルガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の第 8
章「カスタム JumpStart (リ
ファレンス)」を参照してく
ださい。

(省略可能)システムパラ
メータを設定します。

インストールやアップグレードの際に情報を入力する手
間を省くために、システム構成情報を事前に設定してお
くことができます。

『Solaris 10 8/07インストールガ
イド (ネットワークインストー
ル)』の第 2章「システム構成
情報の事前設定 (作業)」.

(省略可能) Solarisソフト
ウェアをネットワークから
インストールする準備を行
います。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストールす
る方法を選択する場合は、次の作業をすべて実行してく
ださい。
■ (x86ベースのシステム)使用しているシステムが PXE
をサポートしていることを確認します

■ インストールサーバーを作成します

■ ブートサーバーを作成します (必要な場合)

■ DHCPサーバーを構成します (必要な場合)

■ ネットワークからインストールするシステムを設定
します

ローカルエリアネットワークを
介してインストールする場合
は、『Solaris 10 8/07インストー
ルガイド (ネットワークインス
トール)』の第 6章「CDメ
ディアを使用したネットワーク
インストール (作業)」を参照し
てください。

広域ネットワークを介してイン
ストールする場合は、
『Solaris 10 8/07インストールガ
イド (ネットワークインストー
ル)』の第 11章「WANブート
によるインストール (作業)」を
参照してください。

(アップグレードのみ)
アップグレード前に必要な
作業を行います。

システムのバックアップをとり、アップグレード時に
ディスク容量の再配置が行われるかを確認します。

45ページの「アップグレード計
画」。

作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード
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表 3–1 作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

インストールまたはアップ
グレードを行います。

選択した Solarisインストール方法を使って Solarisソフト
ウェアのインストールまたはアップグレードを行いま
す。

インストールプログラムの詳細
な手順を説明している章。

インストールのトラブル
シューティングを行いま
す。

インストールのトラブルシューティングについては、問
題発生時の解決方法を参照してください。

『Solaris 10 8/07インストールガ
イド (カスタム JumpStart/上級
編)』の付録A「問題発生時の
解決方法 (作業)」.

ネットワークからインストールするかDVDまたはCDを
使ってインストールするか

DVD-ROMまたはCD-ROMドライブにアクセスできるシステムへのインストールま
たはアップグレードができるように、SolarisソフトウェアはDVDまたはCDメ
ディアで配布されます。

リモートのDVDイメージまたはCDイメージを使ってネットワークからインストー
ルするようにシステムを設定できます。次のような場合に、この方法でシステムを
設定するとよいでしょう。

■ システムにローカルのDVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブがない場合
■ Solarisソフトウェアを複数のシステムにインストールする際に、それぞれのシス
テムに対してローカルドライブにディスクを挿入したくない場合

ネットワークからインストールする場合は、どの Solarisインストール方法でも使用
できます。しかし、Solarisフラッシュインストール機能やカスタム JumpStartインス
トールを使ってネットワークからインストールを行うと、大規模の企業におけるイ
ンストールプロセスの一元化と自動化が可能になります。さまざまなインストール
方法の詳細については、36ページの「Solarisインストール方法の選択」を参照して
ください。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストールする場合は、初期設定が必要
です。ネットワークからインストールする場合の準備については、次のいずれかを
参照してください。

ローカルエリアネットワークからインストール
する場合の準備について

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 6章「CDメディアを使
用したネットワークインストール (作業)」

ネットワークからインストールするかDVDまたは CDを使ってインストールするか
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広域ネットワークからインストールする場合の
準備について

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 11章「WANブートによ
るインストール (作業)」

PXEを使用してネットワーク経由で x86ベース
のクライアントをインストールする方法につい
て

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「PXEを使用したネット
ワーク経由のブートとインストールの概要」

初期インストールかアップグレードか
初期インストールを行うか、アップグレードを行う (Solaris OSがシステム上ですでに
動作している場合)かを選択できます。

初期インストール
初期インストールでは、システムのディスクが Solaris OSの新しいバージョンで上書
きされます。システム上で Solaris OSが稼動していない場合は、初期インストールを
行う必要があります。

システム上で Solaris OSがすでに動作している場合でも、初期インストールを行うこ
とができます。ローカルに行なった変更を維持する場合は、インストールを行う前
にローカル変更のバックアップをとる必要があります。インストールの完了後に、
このローカル変更を復元できます。

初期インストールは、Solarisのどのインストール方法を使っても実行できます。
Solarisのインストール方法については、36ページの「Solarisインストール方法の選
択」を参照してください。

アップグレード
Solaris OSをアップグレードするには、2つの方法があります。標準アップグレード
と Solaris Live Upgradeです。標準アップグレードでは、現在の Solaris OSの既存の構
成パラメータが最大限保存されます。Solaris Live Upgradeでは、現在のシステムのコ
ピーが作成されます。標準アップグレードを使用してこのコピーをアップグレード
できます。リブートするだけで、アップグレード済みの Solaris OSに切り替えること
ができます。エラーが発生した場合、リブートして、元の Solaris OSに戻すことがで
きます。Solaris Live Upgradeでは、アップグレードの間システムを停止する必要がな
く、新旧の Solaris OS間で切り替えることができます。

アップグレードの詳細と、さまざまなアップグレード方法の一覧については、45
ページの「アップグレード計画」を参照してください。

初期インストールかアップグレードか
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Solarisインストール方法の選択
Solaris OSには、インストールまたはアップグレード用のプログラムがいくつか用意
されています。それぞれのインストール方法には、特定のインストール要件やイン
ストール環境を意図したさまざまな機能があります。使用するインストール方法を
選択するには、次の表を利用してください。

表 3–2 インストール方法の選択

作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

対話式プログラムを使用し
て、CD-ROMまたは
DVD-ROMから 1つのシス
テムをインストールしま
す。

Solarisインストールプ
ログラム

■ このプログラムでは、作業をパネル
単位に分割し、情報の入力を求める
プロンプトを表示して、デフォルト
値を提供します。

■ このプログラムは、複数のシステム
をインストールまたはアップグレー
ドする必要がある場合には効率のよ
い方法ではありません。複数のシス
テムをバッチインストールする場合
は、カスタム JumpStartまたは Solaris
フラッシュインストール機能を使用
してください。

『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド (基本
編)』

ローカルエリアネットワー
クを介して 1つのシステム
をインストールします。

ネットワーク経由の
Solarisインストールプ
ログラム

このプログラムを使用すると、インス
トールするソフトウェアのイメージを
サーバーに設定し、このイメージをリ
モートシステムにインストールできま
す。複数のシステムをインストールする
必要がある場合は、カスタム JumpStart
および Solarisフラッシュインストール方
式でネットワークインストールイメージ
を使用すると、ネットワーク上でシステ
ムを効率的にインストールおよびアップ
グレードできます。

『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド
(ネットワークインス
トール)』のパー
ト II「ローカルエリ
アネットワーク経由
のインストール」

複数のシステムのインス
トールやアップグレード
を、作成したプロファイル
に基づいて自動化します。

カスタム JumpStart このプログラムを使用すると、複数のシ
ステムを効率的にインストールできま
す。ただし、システムの数が少ない場合
は、カスタム JumpStart環境の作成は時
間の浪費になる可能性があります。シス
テムの数が少ない場合は、Solaris対話式
インストールプログラムを使用してくだ
さい。

『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド (カス
タム JumpStart/上級
編)』の第 3章「カス
タム JumpStartインス
トールの準備 (作
業)」

Solarisインストール方法の選択
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表 3–2 インストール方法の選択 (続き)
作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

同じソフトウェアおよび構
成を複数のシステムに複製
します。

Solarisフラッシュアー
カイブ

■ このプログラムを使用すると、
Solarisパッケージすべてを一度にシ
ステムにインストールすることで時
間を節約できます。ほかのプログラ
ムでは、各 Solarisパッケージを個別
にインストールし、パッケージごと
にパッケージマップをアップグレー
ドします。

■ Solarisフラッシュアーカイブはサイ
ズの大きいファイルであるため、大
量のディスク容量が必要です。別の
インストール構成を管理したり、使
用しているインストール構成を変更
したりするには、カスタム JumpStart
インストール方式の使用を検討する
ことをお勧めします。代わりに、
JumpStart終了スクリプトまたは、組
み込まれている Solarisフラッシュ配
備後スクリプトを使用して、システ
ム固有のカスタマイズを実行できま
す。

『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド
(Solarisフ
ラッシュアーカイブ
の作成とインストー
ル)』の第 1
章「Solarisフ
ラッシュ (概要)」

広域ネットワーク (WAN)
またはインターネットを介
してシステムをインストー
ルします。

WANブート ネットワーク経由で Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
場合は、このプログラムを使用するとセ
キュリティー保護されたインストールが
可能です。

『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド
(ネットワークインス
トール)』の第 9
章「WANブート (概
要)」

システムを稼働させたまま
アップグレードを行いま
す。

Solaris Live Upgrade ■ このプログラムを使用すると、
アップグレードするかパッチを追加
して、標準アップグレードに関連し
たシステム停止時間が発生するのを
避けることができます

■ このプログラムを使用すると、現行
のOSに影響を与えずにアップグ
レードまたは新しいパッチのテスト
をすることができます

『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド
(Solaris Live Upgradeと
アップグレードの計
画)』の第 2
章「Solaris Live
Upgrade (概要)」

Solarisインストール方法の選択
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表 3–2 インストール方法の選択 (続き)
作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

Solaris OSのインストール後
に、隔離されたアプリケー
ション環境を作成します。

Solarisゾーン区分技術 このプログラムを使用すると、隔離され
た非大域ゾーンが作成され、セキュリ
ティー保護されたアプリケーション環境
が提供されます。このように隔離されて
いるので、あるゾーンで実行中のプロセ
スが、ほかのゾーンで実行中のプロセス
から監視または操作されることがありま
せん。

『Solarisのシステム
管理 (Solarisコンテナ :
資源管理と Solaris
ゾーン)』の第 16
章「Solarisゾーンの
紹介」

Sun Java System Application Server Platform Edition 9
Sun Java System Application Server Platform Edition 9では、アプリケーションサービスや
Webサービスを幅広く配置できます。このソフトウェアは、Solaris OSとともに自動
的にインストールされます。このサーバーについては、次のようなマニュアルがあ
ります。

説明 参照先

サーバーの起動に関する
マニュアル

『Sun Java System Application Server 9.1 Quick Start Guide』

Application Serverのマ
ニュアルセット一式

http://docs.sun.com/app/docs/coll/1343.3

JavaTM EE 5チュートリア
ル

http://java.sun.com/javaee/5/docs/tutorial/doc/index.html

Sun Java System Application Server Platform Edition 9
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システム要件、ガイドライン、および
アップグレード (計画)

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシステム要件につい
て説明します。また、ディスク容量の計画に関しての一般的な指針や、スワップ空
間のデフォルトの割り当てについても説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

■ 39ページの「システム要件と推奨事項」
■ 40ページの「ディスク容量とスワップ空間の割り当て」
■ 45ページの「アップグレード計画」
■ 53ページの「ロケールの値」
■ 53ページの「プラットフォーム名とプラットフォームグループ」
■ 54ページの「x86:パーティション分割に関する推奨事項」
■ 56ページの「システムで動作している Solaris OSのバージョンを確認する方法」

システム要件と推奨事項

表 4–1 メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

要件の種類 サイズ

インストールやアップグレードに
必要なメモリー

■ SPARC:推奨サイズは 512Mバイトです。最小サイズは 128Mバイトです。
■ x86:推奨サイズは 512Mバイトです。最小サイズは 384Mバイトです。

注 –オプションのインストール機能の中には、メモリーが十分でないと有効にで
きないものもあります。たとえば、十分なメモリーが搭載されていないシステム
で、DVDからインストールを実行する場合は、GUIではなく Solarisインストール
プログラムのテキストインストーラを使用します。メモリー要件の詳細について
は、表 4–2を参照してください。
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表 4–1 メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項 (続き)
要件の種類 サイズ

スワップ領域 デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

注 –スワップ領域のカスタマイズが必要になる場合もあります。スワップ領域
は、システムのハードディスクのサイズに基づいて決まります。

プロセッサ要件 ■ SPARC: 200 MHz以上のプロセッサが必要です。

■ x86: 120 MHz以上のプロセッサが必要です。ハードウェアによる浮動小数点
サポートが必要です。

ソフトウェアをインストールするときに、GUIを使用する方法、ウィンドウ表示環
境を使用する方法、またはウィンドウ表示環境を使用しない方法を選択できます。
十分なメモリーがある場合は、デフォルトでGUIが表示されます。GUIを表示でき
るだけの十分なメモリーがない場合は、デフォルトでその他の環境が表示されま
す。nowinブートオプションまたは textブートオプションを指定すると、デフォル
トよりも優先されます。ただし、システムのメモリー量による制限や、リモートで
インストールする場合の制限があります。また、ビデオアダプタが検出されない場
合、Solarisインストールプログラムは自動的にコンソールベースの環境で表示され
ます。表 4–2に、これらの環境と、その表示に必要な最小メモリー要件を示しま
す。

表 4–2 表示オプションとメモリー要件

メモリー インストールの種類 説明

■ SPARC: 64～ 511Mバイト
■ x86: 384 ~ 511Mバイト

テキストベース 画像は含まれませんが、ウィンドウとほかのウィン
ドウを開く機能が提供されます。

textブートオプションを使用している場合でシステ
ムに十分なメモリーがあるときは、ウィンドウ表示
環境でインストールされます。tipラインを介してリ
モートでインストールする場合や、nowinブートオプ
ションを使用してインストールする場合は、コン
ソールベースのインストールに限定されます。

■ SPARC: 512 Mバイト以上
■ x86: 512Mバイト

GUIベース ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スク
ロールバー、およびアイコン画像が提供されます。

ディスク容量とスワップ空間の割り当て
Solarisソフトウェアをインストールする前に、ディスク容量の計画をたてて、シス
テムに十分なディスク容量があるかどうかを調べることができます。

ディスク容量とスワップ空間の割り当て
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ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。必要に応じて、次
の条件に基づいて割り当てる容量を考慮に入れてください。

表 4–3 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画

容量割り当ての条件 説明

ファイルシステム ファイルシステムを割り当てる場合には、将来の Solarisバージョンにアップグレードす
るときのために、現在必要な容量よりも 30%多く割り当ててください。

デフォルトでは、ルート(/)とスワップ領域 (/swap)だけが作成されます。OSサービス
のためにディスク容量が割り当てられたときは、/exportディレクトリも作成されま
す。Solarisのメジャーリリースにアップグレードする場合は、システムのスライスを切
り直すか、インストール時に必要な容量の 2倍を割り当てる必要があります。Solaris
Updateにアップグレードする場合は、将来のアップグレードに備えて余分のディスク
容量を追加しておけば、システムのスライスを切り直す手間を軽減できます。Solaris
Updateリリースにアップグレードするたびに、直前のリリースに比べておよそ 10%の
ディスク容量が追加で必要になります。ファイルシステムごとに 30%のディスク容量
を追加しておくと、Solaris Updateを数回追加できます。

/varファイルシステム クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステムの容量
を物理メモリーの倍のサイズに設定します。

スワップ 次のような条件では、Solarisインストールプログラムはデフォルトのスワップ領域
(512Mバイト)を割り当てます。
■ インストールプログラムによるディスクスライスの自動配置機能を使用する場合
■ スワップスライスのサイズを手作業で変更しない場合

デフォルトでは、Solarisインストールプログラムは、利用可能な最初のディスクシリン
ダ (SPARCベースのシステムでは通常シリンダ 0)でスワップが開始されるようにス
ワップ領域を割り当てます。この配置により、デフォルトのディスクレイアウトでルー
ト (/)ファイルシステムに最大の容量を確保し、アップグレード時にルート (/)ファイ
ルシステムを拡張できます。

将来スワップ領域を拡張することを考えている場合、次のいずれかの手順を実行してス
ワップスライスを配置することにより、別のディスクシリンダでスワップスライスを開
始できます。
■ Solarisインストールプログラムの場合、シリンダモードでディスクレイアウトをカ
スタマイズして、スワップスライスを目的の位置に手動で割り当てることができま
す。

■ カスタム JumpStartインストールプログラムの場合、プロファイルファイル内でス
ワップスライスを割り当てることができます。JumpStartプロファイルファイルにつ
いての詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルの作成」を参照してください。

スワップ空間の概要については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 20章「追加スワップ空間の構成 (手順)」を参照してください。
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表 4–3 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

ホームディレクトリファイル
システムを提供するサーバー

ホームディレクトリは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにあります。

インストールする Solarisソフ
トウェアグループ

ソフトウェアグループはソフトウェアパッケージの集まりです。ディスク容量を計画す
る際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェアパッケージを個別に
追加したり削除したりできることを覚えておいてください。ソフトウェアグループの詳
細は、42ページの「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。

アップグレード ■ Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境をアップグレードする際
に、ディスク容量の計画に関する情報を必要とする場合は、『Solaris 10 8/07インス
トールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「Solaris Live
Upgradeのディスク容量の要件」を参照してください

■ Solarisインストールプログラムまたはカスタム JumpStartを使ってディスク容量計画
を行う場合は、49ページの「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を参照
してください。

■ システムに非大域ゾーンがインストールされている場合は、93ページの「非大域
ゾーンのディスク容量要件」を参照してください。

言語サポート 中国語、日本語、韓国語などです。単一の言語をインストールする場合は、約 0.7Gバ
イトのディスク容量をその言語用に追加して割り当ててください。すべての言語サポー
トをインストールする場合は、インストールするソフトウェアグループに応じて、最大
で約 2.5Gバイトのディスク容量を言語サポート用に追加して割り当てる必要がありま
す。

印刷やメールのサポート 容量を追加します。

追加ソフトウェアや Sun以外
のソフトウェア

容量を追加します。

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量
Solarisソフトウェアグループは Solarisパッケージの集まりです。それぞれのソフト
ウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバのサポートが含まれてい
ます。

■ 初期インストールの場合は、システムでどの機能を実行するかを考慮して、イン
ストールするソフトウェアグループを選択します。

■ アップグレードの場合は、システムにインストールされているソフトウェアグ
ループでアップグレードする必要があります。たとえば、システムにエンドユー
ザーシステムサポートソフトウェアグループがインストールされている場合に
は、開発者システムサポートソフトウェアグループにアップグレードするオプ
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ションはありません。ただし、アップグレード中に、インストール済みのソフト
ウェアグループに属していないソフトウェアをシステムに追加することはできま
す。

Solarisソフトウェアのインストール時には、選択した Solarisソフトウェアグループ
に対してパッケージを追加したり、削除したりすることができます。パッケージの
追加や削除を行う場合には、ソフトウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどの
ようにパッケージ化されているかを知っている必要があります。

次の図は、ソフトウェアパッケージのグループを示しています。Reduced Networking
サポートには、最小限の数のパッケージが含まれています。全体ディストリビュー
ションとOEMサポートには、すべてのパッケージが含まれています。

表 4–4に、Solarisソフトウェアグループ、およびそれぞれのグループのインストール
に推奨されるディスク容量の一覧を示します。

図 4–1 Solarisソフトウェアグループ
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注 –表 4–4の推奨ディスク容量には、次の項目の容量も含まれています。

■ スワップ領域
■ パッチ
■ 追加のソフトウェアパッケージ

各ソフトウェアグループに必要なディスク容量は、この表に一覧表示されている容
量より少ない場合があります。

表 4–4 ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリビュー
ションとOEMサポート

全体ディストリビューションのパッケージに加え、追加
のハードウェアドライバが含まれています。これには、
インストール時にシステムに存在していないハード
ウェアのドライバも含まれます。

6.8Gバイト

全体ディストリビュー
ション

開発者システムサポートのパッケージに加え、サーバー
に必要な追加のソフトウェアが含まれています。

6.7Gバイト

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートのパッケージに加え、
ソフトウェア開発用の追加のサポートが含まれていま
す。ソフトウェア開発のサポートとして、ライブラリ、
インクルードファイル、マニュアルページ、プログラミ
ングツールなどが追加されています。ただし、コンパイ
ラは含まれていません。

6.6Gバイト

エンドユーザーシステムサ
ポート

ネットワークに接続された Solarisシステムと共通デスク
トップ環境 (CDE)の起動と実行に必要な最小限のコード
を提供するパッケージが含まれています。

5.3Gバイト

コアシステムサポート ネットワークに接続された Solarisシステムの起動と実行
に必要な最小限のコードを提供するパッケージが含まれ
ています。

2.0Gバイト

Reduced Networkingサポート ネットワークサービスのサポートが限定された Solarisシ
ステムを起動および実行するために必要な最小限のコー
ドを提供するパッケージが含まれています。Reduced
Networkingサポートは、テキストベースのマルチユー
ザーコンソールと、システム管理ユーティリティーを提
供します。このソフトウェアグループを使用すると、シ
ステムでネットワークインタフェースを認識できます
が、ネットワークサービスがアクティブになることはあ
りません。

2.0Gバイト
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アップグレード計画
システムをアップグレードするには、3つの方法があります。Solaris Live Upgrade、
Solarisインストールプログラム、およびカスタム JumpStartです。

表 4–5 Solarisのアップグレード方法

現在の Solaris OS Solarisのアップグレード方法

Solaris 8、Solaris 9、および Solaris
10

■ Solaris Live Upgrade –稼働中のシステムのコピーを作成し、
それをアップグレードすることでシステムをアップグレー
ドします

■ Solarisインストールプログラム -グラフィカルユーザーイ
ンタフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して
対話形式でアップグレードを行うことができます

■ カスタム JumpStart –自動アップグレードを行うことができ
ます

アップグレードに関する制限事項
次の表に、特定の条件下でシステムをアップグレードする際の制限事項を示しま
す。

問題 説明

別のソフトウェアグ
ループへのアップグ
レード

システムのソフトウェアグループを、アップグレード時に別のソフト
ウェアグループに変更することはできません。たとえば、システムにエン
ドユーザーシステムサポートソフトウェアグループがインストールされて
いる場合には、開発者システムサポートソフトウェアグループにアップグ
レードするオプションはありません。ただし、アップグレード中に、イン
ストール済みのソフトウェアグループに属していないソフトウェアをシス
テムに追加することはできます。

アップグレード計画
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問題 説明

非大域ゾーンがイン
ストールされている
場合のアップグレー
ド

Solarisインストールプログラムである Solaris Live Upgradeまたは JumpStart
を使用して、非大域ゾーンがインストールされているシステムをアップグ
レードできます。次の制限事項が適用されます。
■ Solaris Live Upgradeは、システムのアップグレードまたはパッチを行う
際に推奨されるプログラムです。ほかのアップグレードプログラムで
は、膨大なアップグレード時間が必要となる場合があります。これ
は、アップグレードの実行に要する時間が、インストールされている
非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。Solaris Live Upgradeを
使ってシステムにパッチを適用する場合は、システムをシングルユー
ザーモードにする必要がないため、システムの稼働時間を最大限に活
用できます。

■ Solarisフラッシュアーカイブを使ってインストールを行う場合は、非大
域ゾーンが含まれているアーカイブがシステムに正しくインストール
されません。

Veritasファイルシス
テムでのアップグ
レード

Solaris対話式インストールプログラムとカスタム JumpStartプログラムで
は、次のような条件でVeritas VxVMファイルシステムを使用している場
合、システムをアップグレードする機会が与えられません。
■ アップグレードするルートファイルシステムがVeritasの制御下にある
場合。たとえば、ルート (/)ファイルシステムが /dev/vx/...デバイス
にマウントされている場合。

■ Veritasの制御下にある任意のファイルシステムに何らかの Solarisソフ
トウェアがインストールされている場合。たとえば、/usrファイルシ
ステムが /dev/vx/...デバイスにマウントされている場合。

Veritas VxVMが構成されている場合にアップグレードを行うには、次のい
ずれかの方法を使用します。
■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の「Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使用して
アップグレードするとシステムパニックが発生する」の手順に従って
Solaris Live Upgradeを使用します。

■ 非大域ゾーンがインストールされている場合は、影響を受けるファイ
ルシステムをVxVMファイルシステムからUFSファイルシステムに移
行します。前の手順で Solaris Live Upgradeプロシージャーを使用するこ
とはできません。

アップグレードプログラム
Solarisインストールプログラムによる標準の対話式アップグレードか、カスタム
JumpStartインストールによる自動的なアップグレードを実行できます。Solaris Live
Upgradeを使用すると、稼働中のシステムをアップグレードできます。
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アップグレードプログ
ラム 説明 参照先

Solaris Live Upgrade 現在稼働中のシステムのコピーを作成することができま
す。このコピーはアップグレード可能で、リブートする
と、アップグレードしたコピーが稼働システムになりま
す。Solaris Live Upgradeを使用すると、Solaris OSのアップ
グレードに必要なシステム停止時間を短縮できます。ま
た、Solaris Live Upgradeでは、アップグレードに関連する
問題も回避できます。たとえば、アップグレード中に電源
障害が発生すると、アップグレードを回復することができ
なくなります。しかし、Solaris Live Upgradeでは、現在実
行中のシステムではなく、コピーをアップグレードするの
で、この問題は起こりません。

Solaris Live Upgradeを使用する際の
ディスク容量割り当てを計画するに
は、『Solaris 10 8/07インストールガイ
ド (Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の「Solaris Live Upgradeの
要件」を参照してください。

Solarisインストー
ルプログラム

対話式GUIのガイドに従ってアップグレードを実行でき
ます。

『Solaris 10 8/07インストールガイド
(基本編)』の第 2章「Solarisインス
トールプログラムによるインストール
(作業)」.

カスタム JumpStart
プログラム

自動アップグレードを行うことができます。プロファイル
ファイルを使用し、必要に応じてプリインストールスクリ
プトやポストインストールスクリプトも使用して、必要な
情報を指定します。アップグレード用にカスタム
JumpStartプロファイルを作成するときは、install_type

upgradeを指定します。さらに、実際にアップグレードを
行う前に、システムの現在のディスク構成およびシステム
に現在インストールされているソフトウェアに対して、カ
スタム JumpStartプロファイルが目的どおりのことを実行
しようとしているかを確認する必要があります。アップグ
レードしようとしているシステム上で、pfinstall - D コ
マンドを実行して、プロファイルをテストします。ディス
ク構成ファイルを使用してアップグレード用プロファイル
をテストすることはできません。

■ アップグレードオプションのテス
トについての詳細は、
『Solaris 10 8/07インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルのテスト」
を参照してください

■ アップグレードプロファイルの作
成についての詳細は、
『Solaris 10 8/07インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「プロファイルの例」を参
照してください

■ アップグレードの実行についての
詳細は、『Solaris 10 8/07インス
トールガイド (カスタム JumpStart/
上級編)』の「カスタム JumpStart
インストールの実行」を参照して
ください

アップグレードでなく Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストール
Solarisフラッシュのインストール機能では、マスターシステムからインストール全
体のコピーを作成し、これを多数のクローンシステムに複製できます。このコピー
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は Solarisフラッシュアーカイブと呼ばれます。アーカイブは、どのインストールプ
ログラムを使用してもインストールできます。

注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成されません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配
備条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされ
ません。

■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された
場合

大規模なファイルを含むアーカイブの作成
Solarisフラッシュアーカイブを作成する際、デフォルトのコピー方法として cpio

ユーティリティーが使用されます。個別のファイルのサイズを、4Gバイトより大き
くすることはできません。大規模な個別ファイルが存在する場合、flarcreateコマ
ンドに -L paxオプションを指定すると、paxユーティリティーにより、個別ファイル
のサイズ制限なしでアーカイブが作成されます。個別のファイルサイズを 4Gバイト
より大きくできます。

アーカイブのインストールについては、次の表を参照してください。

インストールプログラム 参照先

Solaris Live Upgrade 『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブート
環境への Solarisフラッシュアーカイブのインス
トール」

カスタム JumpStart 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStartイン
ストールを使用して Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする方法」

Solaris対話式インストール 『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』の
第 4章「Solarisフラッシュアーカイブのインス
トールと管理 (作業)」

WANboot 『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 12章「WANブートによ
るインストール (作業)」
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ディスク容量の再配置を伴うアップグレード
Solarisインストールプログラムのアップグレードオプションとカスタム JumpStartプ
ログラムの upgradeキーワードはどちらも、ディスク容量の再配置機能を提供しま
す。この再配置により、ディスクスライスのサイズが自動的に変更されます。
アップグレードするのに十分な容量が現在のファイルシステムにない場合、ディス
ク容量を割り当て直すことができます。たとえば、アップグレードに伴ってファイ
ルシステムの容量を増やす必要があるのは、次のような場合です。

■ 新しいリリースで、システムに現在インストールされている Solarisソフトウェア
グループに新たにソフトウェアが追加されている。特定のソフトウェアグループ
に含められる新しいソフトウェアは、インストールの対象となるようにアップグ
レード時に自動的に選択されます。

■ 新しいリリースに、システム上の既存のソフトウェアよりもサイズが大きいソフ
トウェアが存在する。

自動配置機能を使用すると、ファイルシステムに必要な容量を確保するように
ディスク容量の再配置が行われます。自動配置機能では、デフォルトの制約にもと
づいて容量の再配置が試みられます。このため、この機能によって容量の再配置が
行われない場合は、ファイルシステムの制約を変更する必要があります。

注 –自動配置機能には、ファイルシステムの容量を増やす能力はありません。自動配
置機能では、次の処理によって容量の再配置が行われます。

1. 変更の必要なファイルシステム上の必須ファイルをバックアップする。
2. ファイルシステムの変更にもとづいてディスクパーティションを再分割する。
3. アップグレードの前にバックアップファイルを復元する。

■ Solarisインストールプログラムの自動配置機能が、ディスク容量をどのように再
配置するかを決定できない場合は、カスタム JumpStartプログラムを使用して
アップグレードを行う必要があります。

■ カスタム JumpStartによるアップグレードでアップグレード用プロファイルを作
成する際に、ディスク容量が問題になることがあります。アップグレードするの
に十分なディスク容量が現在のファイルシステムにない場合は、backup_media

キーワードと layout_constraintキーワードを使用してディスク容量を再配置す
ることができます。プロファイル内での backup_mediaおよび layout_constraint

キーワードの使用例については、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「プロファイルの例」を参照してください。

アップグレード時のパッチアナライザの使用
最初の Solaris 10 3/05リリースに続く次のいずれかのリリースにアップグレードする
場合に、パッチアナライザはシステムの解析を実行します。

■ Solaris 10 1/06リリース
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■ Solaris 10 6/06リリース

すでに Solaris OSを実行していて、個別のパッチをインストール済みの場合、以降の
Solaris 10リリースにアップグレードしたときの動作は次のとおりです。
■ 上記のリリースの 1つでその一部として提供されているすべてのパッチが、シス
テムに再び適用されます。これらのパッチはバックアウトできません。

■ システムにすでにインストールされていたパッチのうち、上記のリリースの 1つ
に含まれていないものは、すべて削除されます。

パッチアナライザを使用すると、削除されるパッチがどれであるかを判断できま
す。パッチアナライザの詳しい使用方法については、『Solaris 10 8/07インストール
ガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の付録C「アップグレード時
のパッチアナライザの使用 (作業)」を参照してください。

アップグレード用のシステムのバックアップと再
起動
Solaris OSのアップグレードを行う前に、既存のファイルシステムのバックアップを
行うことを強くお勧めします。ファイルシステムをテープなどのリムーバブルメ
ディアにコピーすれば、データの損失や損傷、破壊などを防止できます。

■ システムのバックアップを作成する方法については、『Solarisのシステム管理 (デ
バイスとファイルシステム)』の第 23章「ファイルシステムのバックアップと復
元 (概要)」を参照してください。

■ 非大域ゾーンがインストールされている場合にシステムのバックアップを作成す
る方法については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solaris
ゾーン)』の第 26章「Solarisのゾーン管理 (概要)」を参照してください。

以前のリリースでは、再起動メカニズムによって電力損失などの問題が発生したあ
ともアップグレードを続行できました。Solaris 10 8/07リリース以降、再起動メカニ
ズムは信頼できなくなりました。問題が発生した場合は、アップグレードが再起動
されないことがあります。

ネットワークセキュリティーの計画
Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストール時にネットワークセキュリ
ティー設定を変更することができ、Secure Shellを除くすべてのネットワークサービ
スを無効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限したりすることができ
ます。このオプションを使用すると、リモートの攻撃者から攻撃や侵入を受ける可
能性を最小限に抑えることができます。また、このオプションを利用することで、
必要なサービスだけを有効にできます。このセキュリティーオプションを使用でき
るのは初期インストールのときだけで、アップグレード時には使用できません。

ネットワークセキュリティーの計画
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アップグレードでは、以前に設定されたすべてのサービスの設定内容が保持されま
す。ただし netservicesコマンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後に
ネットワークサービスを制限することができます。

使用しているインストールプログラムに応じて、ネットワークサービスを制限する
か、サービスをデフォルトで有効にするかを選択できます。

■ Solarisの対話式インストールでは、以前の Solarisリリースと同様に、ネットワー
クサービスをデフォルトで有効にするオプションを選択できます。また、ネット
ワークサービスを制限するオプションを選択することもできます。ハンズオンイ
ンストールの詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本編)』の第 2
章「Solarisインストールプログラムによるインストール (作業)」を参照してくだ
さい。

■ 自動化された JumpStartインストールでは、新規キーワード service_profileを
sysidcfgファイル内で使用することで、このセキュリティー制限を設定できま
す。このキーワードの詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「service_profileキーワード」を参照してください。

制限されたセキュリティーの仕様
ネットワークのセキュリティーを制限する場合、多数のサービスが完全に無効にな
ります。その他のサービスは引き続き有効ですが、ローカル接続のみに制限されま
す。Secure Shellは、完全に有効なままです。

例として、Solaris 10 11/06リリースでローカル接続に制限されているネットワーク
サービスの一覧を、次の表に示します。

表 4–6 Solaris 10 11/06 SMFで制限されているサービス

サービス FMRI プロパティー

rpcbind svc:/network/rpc/bind config/local_only

syslogd svc:/system/system-log config/log_from_remote

sendmail svc:/network/smtp:sendmail config/local_only

smcwebserver svc:/system/

webconsole:console

options/tcp_listen

WBEM svc:/application/

management/wbem

options/tcp_listen

Xサーバー svc:/application/

x11/x11-server

options/tcp_listen

ネットワークセキュリティーの計画
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表 4–6 Solaris 10 11/06 SMFで制限されているサービス (続き)
サービス FMRI プロパティー

dtlogin svc:/application/

graphical-login/cde-login

dtlogin/args

ToolTalk svc:/network/rpc

cde-ttdbserver:tcp

proto=ticotsord

dtcm svc:/network/rpc

cde-calendar-manager

proto=ticits

BSD印刷 svc:/application/

print/rfc1179:default

bind_addr=localhost

インストール後のセキュリティー設定の修正
制限されたネットワークセキュリティー機能を使用する場合、影響を受けるすべて
のサービスが Service Management Framework (SMF)により制御されます。初期インス
トールの実行後に、svcadmおよび svccfgコマンドを使って任意のネットワークサー
ビスを個別に有効にできます。

制限されたネットワークアクセスは、/var/svc/profile内にある SMFアップグレー
ドファイルから netservicesコマンドを呼び出すことで実現されます。netservices

コマンドを使用して、サービスの起動動作を切り替えることができます。

ネットワークサービスを手動で無効にする場合は、次のコマンドを実行します。

# netservices limited

このコマンドは、デフォルトでは変更が行われないアップグレードされたシステム
上で使用できます。このコマンドは、サービスを個別に有効にした後で制限された
状態に戻す場合にも使用できます。

同様に、次のコマンドを実行することで、以前の Solarisリリースと同様にデフォル
トのサービスを有効にできます。

# netservices open

セキュリティー設定の修正の詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「SMF
プロファイルを作成する方法」を参照してください。また、次のマニュアルページ
も参照してください。

■ netservices(1M)

■ svcadm(1M)

■ svccfg(1M)

ネットワークセキュリティーの計画
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ロケールの値
インストールの一部として、システムで使用するロケールの事前構成を行うことが
できます。「ロケール」によって、オンライン情報を特定の言語と特定の地域で表
示する方法が決まります。また、日付と時間の表記、数字や通貨、綴りなどの地域
的差異を表すために、1つの言語に対して複数のロケールが存在することもありま
す。

システムロケールの事前構成は、カスタム JumpStartプロファイルまたは sysidcfg

ファイルで行うことができます。

作業 参照先

プロファイルでのロケールの設定 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作成」

sysidcfgファイルでのロケールの設定 『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「sysidcfgファイルによる
事前設定」

ロケール値の一覧 『国際化対応言語環境の利用ガイド』

プラットフォーム名とプラットフォームグループ
ネットワークインストールでクライアントを追加するときには、システムアーキテ
クチャー (プラットフォームグループ)を知る必要があります。カスタム JumpStartイ
ンストールで rulesファイルを作成するときには、プラットフォーム名を知る必要が
あります。

プラットフォーム名とプラットフォームグループの例を下記の表に示します。
SPARCベースのシステムの完全な一覧については、『Solaris Sunハードウェアマ
ニュアル』(http://docs.sun.com/)を参照してください。

表 4–7 プラットフォーム名とプラットフォームグループの例

システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

Sun Fire T2000 sun4v

Sun BladeTM SUNW,Sun-Blade-100 sun4u

x86ベース i86pc i86pc

プラットフォーム名とプラットフォームグループ
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注 –システムが動作している場合、システムのプラットフォーム名は uname -iコマン
ドで、システムのプラットフォームグループは uname -mコマンドで、それぞれ調べ
ることもできます。

x86:パーティション分割に関する推奨事項
x86ベースのシステムで Solaris OSを使用する場合は、次のガイドラインに従ってシ
ステムのパーティション分割を行なってください。

Solarisインストールプログラムでは、デフォルトのブートディスクパーティション
レイアウトが使用されます。これらのパーティションは、fdiskパーティションと呼
ばれます。fdiskパーティションは、x86ベースのシステム上にある特定のオペレー
ティングシステム専用のディスクドライブの論理パーティションです。x86ベースの
システム上に Solarisソフトウェアをインストールするには、1つ以上の Solaris fdisk
パーティションを設定する必要があります。x86ベースのシステムでは、1台の
ディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できます。これらのパー
ティションは、個別のオペレーティングシステムをインストールして使用できま
す。各オペレーティングシステムは、独自の fdiskパーティション上に存在しなけれ
ばなりません。個々のシステムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台のディス
クにつき 1つに限られます。

表 4–8 x86:デフォルトのパーティション

パーティション パーティション名 パーティションサイズ

第 1パー
ティション (一部
のシステムのみ)

診断・サービスパー
ティション

システムに既存のサイズ

x86:パーティション分割に関する推奨事項
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表 4–8 x86:デフォルトのパーティション (続き)
パーティション パーティション名 パーティションサイズ

2番目のパー
ティション (一部
のシステムのみ)

x86ブートパーティション ■ 初期インストールの場合は、このパー
ティションは作成されません。

■ アップグレードするときに、使用しているシス
テムに既存の x86ブートパーティションがない
場合は、このパーティションは作成されませ
ん。

■ アップグレードするときに、システムに x86
ブートパーティションがある場合:

■ あるブートデバイスから別のブートデバイ
スにブートストラップするためにパー
ティションが必要な場合は、x86ブート
パーティションがシステムに保持されま
す。

■ 追加のブートデバイスのブートにパー
ティションが不要な場合は、x86ブート
パーティションは削除されます。パー
ティションの内容は、ルートパー
ティションに移されます。

第 3パー
ティション

Solaris OSパーティション 起動ディスクの残りの領域

デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトで保存されるサービスパーティション
Solarisインストールプログラムは、デフォルトのブートディスクパーティションレ
イアウトを使って、診断・サービスパーティションに対応します。システムに診
断・サービスパーティションが含まれている場合、デフォルトのブートディスク
パーティションレイアウトを使用して、このパーティションを保存できます。

注 –診断・サービスパーティションを含まない x86ベースのシステムに Solaris OSを
インストールする場合、インストールプログラムは、デフォルトでは新たに診
断・サービスパーティションを作成しません。システムに診断・サービスパー
ティションを作成する場合は、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

x86:パーティション分割に関する推奨事項
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システムで動作している Solaris OSのバージョンを確認
する方法

システムで動作している Solarisのバージョンを確認するには、次のどちらかのコマ
ンドを入力します。

$ uname -a

catコマンドを使用すると、より詳細な情報が得られます。

$ cat /etc/release

システムで動作している Solaris OSのバージョンを確認する方法
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インストールやアップグレードの前に収
集すべき情報 (計画)

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の収集に役立
つチェックリストが含まれています。

■ 57ページの「インストール用のチェックリスト」
■ 67ページの「アップグレード用のチェックリスト」

インストール用のチェックリスト
Solaris OSのインストールに必要な情報を収集する際に、次のチェックリストを使用
します。ただし、ワークシートに記載されているすべての情報を収集する必要はあ
りません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。

表 5–1 インストール用チェックリスト

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されていますか。 接続されている/接続され
ていない*

5第 5 章
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワークセキュリティー Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストール時
にネットワークセキュリティー設定を変更することがで
き、Secure Shellを除くすべてのネットワークサービスを無
効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限した
りすることができます。このセキュリティーオプションを
使用できるのは初期インストールのときだけで、アップグ
レード時には使用できません。アップグレードでは、以前
に設定したサービスが保持されます。ただし netservices

コマンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後に
ネットワークサービスを制限することができます。

インストール時に、制限されたネットワークセキュリ
ティーを選択できます。または、以前の Solarisリリースの
場合のように、より多くのサービスのセットを有効にでき
ます。セキュリティーの設定に迷う場合は、制限された
ネットワークセキュリティーオプションを選択しておく方
が安全です。このオプションを選択しておけば、インス
トール後にサービスを個別に有効にできるためです。これ
らのオプションの詳細については、50ページの「ネット
ワークセキュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使
用するか、SMFコマンドを使用して個別にサービスを有効
にする方法で、インストール後に有効にすることができま
す。52ページの「インストール後のセキュリティー設定の
修正」を参照してください。

制限されたネットワーク
セキュリティー/オープン
ネットワークセキュリ
ティー

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host Configuration
Protocol)を使ってネットワークインタフェースを構成しま
すか。

DHCPはインストールに必要なネットワークパラメータを
提供します。

はい/いいえ*

インストール用のチェックリスト
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DHCPを使
用しない場
合は、
ネットワー
クアドレス
をメモしま
す。

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの IPアドレスを
指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサブネットの一
部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマスクを指定しま
す。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6はTCP/IPインターネットプロトコルの 1つで、より強
固なセキュリティーを追加し、インターネットアドレスを
増やすことで、IPアドレスの指定を容易にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# uname -n

Kerberos このマシンにKerberosセキュリティーを構成しますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次KDC:

(省略可能)追加KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由でのセキュリ
ティー保護されたトランザクションを提供するクライアン
トサーバーアーキテクチャーです。

インストール用のチェックリスト
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

システムで
ネームサー
ビスを使用
する場合
は、次の情
報を指定し
ます。

ネームサービ
ス

このシステムではどのネームサービスを使用しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されているので、
ユーザー、マシン、およびアプリケーションはネットワー
ク上で相互に通信できます。たとえば、ホスト名とアドレ
スまたはユーザー名とパスワードなどの情報が保管されて
います。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使用
しない

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定します。

インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択
できます。あるいは、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定
することもできます。
■ 稼働中のシステムのドメイン名を確認する方法につい
ては、『Solarisのシステム管理 (ネットワークサービ
ス)』の「NFS version 4のドメインを確認する」を参照
してください。

■ sysidcfgファイル内にNFSv4ドメイン名を事前に設定
する場合は、『Solaris 10 8/07インストールガイド
(ネットワークインストール)』の「nfs4_domainキー
ワード」を参照してください。

インストール用のチェックリスト
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

NIS+および
NIS

ネームサーバーを指定しますか、それともインストールプ
ログラムにネームサーバーの検索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報を指定しま
す。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

■ NISクライアントの場合、サーバーのホスト名を表示す
るには次のコマンドを入力します。

# ypwhich

■ NIS+クライアントの場合、サーバーのホスト名を表示
するには次のコマンドを入力します。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

■ NISクライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# ypmatch nameserver-name hosts

■ NIS+クライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# nismatch nameserver-name hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン名やアドレス
などのさまざまなネットワーク情報を 1つの場所で管理す
ることによって、ネットワーク管理を容易にするための
サービスです。

インストール用のチェックリスト
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。DNSサーバー
の IPアドレスを少なくとも 1つ、最大 3つまで指定しま
す。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次のコマンドを入
力します。

# getent hosts dns

DNS検索を行うときに検索するドメインのリストを入力で
きます。

検索するドメインのリスト:

ドメインネームシステム (DNS)は、インターネットが
TCP/IPネットワーク用に提供するネームサービスです。
DNSは、ホスト名から IPアドレスに変換するサービスを
提供します。数値表現の IPアドレスの代わりにマシン名を
使用するので、通信が簡単になります。また、メール管理
用のデータベースとしての働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定します。

プロファイル名:

プロファイルサーバーのホスト名:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを指定した場
合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)は、TCP/IPを
使って動作するディレクトリを更新したり検索したりする
ときに使用される、比較的単純なプロトコルです。
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定しますか、それとも
Solarisインストールプログラムに IPアドレスの検索を任せ
ますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク間のトラ
フィック転送用のブリッジを提供します。IPアドレスは、
ネットワーク上の各ホストを識別する一意の番号です。

次のうちから選択できます。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IPアドレスを
使用して /etc/defaultrouterファイルが作成されま
す。システムをリブートすると、指定された IPアドレ
スがデフォルトルートになります。

■ Solarisインストールプログラムに IPアドレスを検出さ
せることができます。ただし、システムは、ICMPルー
ター発見プロトコルを使用して自らを通知するルー
ターの存在するサブネット上になければなりません。
コマンド行インタフェースを使用している場合は、シ
ステムの起動時に IPアドレスが検出されます。

■ ルーターが存在しない場合、または今回はソフト
ウェアに IPアドレスを検出させない場合は、「なし」
を選択します。リブート時に、ソフトウェアが自動的
に IPアドレスの検出を試みます。

検出*/指定/なし

時間帯 デフォルトの時間帯をどのように指定しますか。 地域*

GMTとの時差

時間帯ファイル

rootパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

キーボード この機能は、次のリリースで新たに加わりました。
■ Solaris 10 11/06以降のリリース (SPARCの場合)
■ Solaris 10 8/07以降のリリース (x86の場合)

キーボードが自己識別型である場合は、インストール時に
キーボードの言語および配列が自動的に設定されます。
キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時に
ユーザーがキーボード設定の配列を選択できるように、サ
ポートされているキー配列の一覧が sysidkdbツールに
よって提供されます。

SPARC:以前は、USBキーボードのインストール時の自己
識別値を 1としていました。そのため、自己識別型でない
キーボードはすべて、インストール時に必ず米国英語 (U.S.
English)キー配列に設定されていました。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「sysidcfgファイルによる事前設定」
を参照してください。

ロケール どの地域のサポートをインストールしますか。

注 –ロケールは、NISまたはNIS+によって事前に設定でき
ます。詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド
(ネットワークインストール)』の「sysidcfgファイルキー
ワード」を参照してください。

SPARC:電源管理 (電源管理シ
ステムをサポートする SPARC
システムの場合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –システムにEnergy Starバージョン 3以降がある場合、
この情報の入力は求められません。

はい*/いいえ

自動的なリブートまたは
CD/DVD取り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的にリブートし
ますか。

ソフトウェアをインストールした後にCD/DVDを自動的に
取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

デフォルトインストールまた
はカスタムインストール

デフォルトのインストールを実行しますか、それともイン
ストールをカスタマイズしますか。
■ デフォルトインストールを選択すると、ハードディス
ク全体がフォーマットされ、事前に選択されている一
連のソフトウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールを選択すると、ハードディスク
の配置を変更したり、必要なソフトウェアを選択して
インストールしたりできます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルトインストー
ル」か「カスタムインストール」かの選択は表示されませ
ん。デフォルトインストールを実行するには、テキストイ
ンストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用しま
す。カスタムインストールを実行するには、テキストイン
ストーラの画面で値を編集します。

デフォルトインストール
*/カスタムインストール

ソフトウェアグループ どの Solarisソフトウェアグループをインストールします
か。

全体ディストリビュー
ションとOEMサポート

全体ディストリビュー
ション*

開発者システムサポート

エンドユーザーシステム
サポート

コアシステムサポート

Reduced Networkingサポー
ト

カスタムパッケージ選択 インストールする Solarisソフトウェアグループに対してソ
フトウェアパッケージの追加や削除を行いますか。

注 –パッケージの追加や削除を行う場合には、ソフト
ウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどのように
パッケージ化されているかを知っている必要があります。

ディスクの選択 Solarisソフトウェアをどのディスクにインストールします
か。

例: c0t0d0
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

x86: fdiskによるパー
ティション分割

Solaris fdiskパーティションの作成、削除、または変更を
行いますか。

ファイルシステムを配置するディスクには、Solaris fdisk
パーティションが必要です。

システムに現在サービスパーティションがある場合、
Solarisインストールプログラムはデフォルトでサービス
パーティションを保存します。サービスパーティションを
保存しない場合、fdiskパーティションをカスタマイズす
る必要があります。サービスパーティションの保存につい
ては、55ページの「デフォルトのブートディスクパー
ティションレイアウトで保存されるサービスパー
ティション」を参照してください。

fdiskパーティションのカスタマイズのためにディスクを
選択しますか。

はい/いいえ*

fdiskパーティションをカスタマイズしますか。 はい/いいえ*

データの保存 Solarisソフトウェアをインストールするために選択した
ディスク上の既存のデータを保存しますか。

はい/いいえ*

ファイルシステムの自動配置 インストールプログラムに、ディスク上のファイルシステ
ムを自動的に配置させますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを自動配置しま
すか。

例: /、/opt、/var

「いいえ」の場合は、手作業でファイルシステムを配置す
る必要があります。

注 – SolarisインストールGUIは、デフォルトでファイルシ
ステムを自動配置します。

はい*/いいえ

リモートファイルシステムの
マウント

このシステムからほかのファイルシステムにあるソフト
ウェアにアクセスする必要がありますか。

必要な場合、リモートファイルシステムに関する次の情報
を用意します。

はい/いいえ*

サーバー:

IPアドレス:

リモートファイルシステム:

ローカルマウントポイント:
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表 5–1 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

tipラインを介してインス
トールを行う場合の指示

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上あるか確認しま
す。詳細は、tip(1)のマニュアルページを参照してくださ
い。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、sttyコマン
ドを使用します。詳細は、stty(1)のマニュアルページを
参照してください。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場合は、
Ethernetコネクタまたはそれに類似したネットワークアダ
プタがシステムに装着されていることを確認します。

計画の章とほかの関連マ
ニュアルの確認

■ 計画の章全体または特定の節を、第 4章で確認しま
す。

■ http://docs.sun.comの『Solaris 10 8/07ご使用にあ
たって』やベンダーのリリースノートを参照して、使
用するソフトウェアが新しい Solarisリリースでもサ
ポートされていることを確認します。

■ 次の資料を参照して、使用するハードウェアがサポー
トされていることを確認します。

■ Solaris Hardware Compatibility List
■ SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://docs.sun.com)

■ システムに添付されている資料を参照して、使用する
システムやデバイスが Solarisリリースでサポートされ
ていることを確認します。

アップグレード用のチェックリスト
Solaris OSのアップグレードに必要な情報を収集する際に、次のチェックリストを使
用します。ただし、チェックリストに記載されているすべての情報を収集する必要
はありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。アップ
グレードをネットワークを使用して行う場合は、インストールプログラムが現在の
システム構成から情報を取得します。

ホスト名や IPアドレスのような、システムの基本的な識別情報は変更できません。
インストールプログラムによってシステムの基本的な識別情報を入力するように求
められる場合がありますが、元の値を入力する必要があります。Solarisインストー
ルプログラムを使用してアップグレードを行う場合は、値を変更するとアップグ
レードが失敗します。
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されてい
ますか。

接続されている/接続されてい
ない*

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host
Configuration Protocol)を使ってネットワークイ
ンタフェースを構成しますか。

DHCPはインストールに必要なネットワークパ
ラメータを提供します。

はい/いいえ*

DHCPを使用
しない場合
は、ネット
ワークアドレ
スをメモしま
す。

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの IP
アドレスを指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサブ
ネットの一部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマス
クを指定します。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6はTCP/IPインターネットプロトコルの 1
つで、より強固なセキュリティーを追加し、
インターネットアドレスを増やすことで、IP
アドレスの指定を容易にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# uname -n
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

Kerberos このマシンにKerberosセキュリティーを構成し
ますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次KDC:

(省略可能)追加KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由でのセ
キュリティー保護されたトランザクションを
提供するクライアントサーバーアーキテク
チャーです。

システムで
ネームサービ
スを使用する
場合は、次の
情報を指定し
ます。

ネームサービス このシステムではどのネームサービスを使用
しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べる
には、次のコマンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されてい
るので、ユーザー、マシン、およびアプリ
ケーションはネットワーク上で相互に通信で
きます。たとえば、ホスト名とアドレスまた
はユーザー名とパスワードなどの情報が保管
されています。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使用しな
い
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定しま
す。

インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメ
イン名を選択できます。あるいは、カスタム
のNFSv4ドメイン名を指定することもできま
す。
■ 稼働中のシステムのドメイン名を確認する
方法については、『Solarisのシステム管理
(ネットワークサービス)』の「NFS version 4
のドメインを確認する」を参照してくださ
い。

■ sysidcfgファイル内にNFSv4ドメイン名を
事前に設定する場合は、『Solaris 10 8/07イ
ンストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「nfs4_domainキーワード」を
参照してください。
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

NIS+およびNIS ネームサーバーを指定しますか、それともイ
ンストールプログラムにネームサーバーの検
索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報
を指定します。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

■ NISクライアントの場合、サーバーのホス
ト名を表示するには次のコマンドを入力し
ます。

# ypwhich

■ NIS+クライアントの場合、サーバーのホス
ト名を表示するには次のコマンドを入力し
ます。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

■ NISクライアントの場合、サーバーの IPア
ドレスを表示するには次のコマンドを入力
します。

# ypmatch nameserver-name hosts

■ NIS+クライアントの場合、サーバーの IP
アドレスを表示するには次のコマンドを入
力します。

# nismatch nameserver-name
hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン名
やアドレスなどのさまざまなネットワーク情
報を 1つの場所で管理することによって、
ネットワーク管理を容易にするためのサービ
スです。
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。
DNSサーバーの IPアドレスを少なくとも 1
つ、最大 3つまで指定します。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次の
コマンドを入力します。

# getent hosts dns

DNS検索を行うときに検索するドメインのリ
ストを入力できます。

検索するドメインのリスト:

ドメインネームシステム (DNS)は、インター
ネットがTCP/IPネットワーク用に提供する
ネームサービスです。DNSは、ホスト名から
IPアドレスに変換するサービスを提供しま
す。数値表現の IPアドレスの代わりにマシン
名を使用するので、通信が簡単になります。
また、メール管理用のデータベースとしての
働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定し
ます。

プロファイル名:

プロファイルサーバーのホスト名:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを指
定した場合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)は、
TCP/IPを使って動作するディレクトリを更新
したり検索したりするときに使用される、比
較的単純なプロトコルです。
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定します
か、それとも Solarisインストールプログラム
に IPアドレスの検索を任せますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク
間のトラフィック転送用のブリッジを提供し
ます。IPアドレスは、ネットワーク上の各ホ
ストを識別する一意の番号です。

次のうちから選択できます。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IP
アドレスを使用して /etc/defaultrouter

ファイルが作成されます。システムをリ
ブートすると、指定された IPアドレスがデ
フォルトルートになります。

■ Solarisインストールプログラムに IPアドレ
スを検出させることができます。ただし、
システムは、ICMPルーター発見プロトコ
ルを使用して自らを通知するルーターの存
在するサブネット上になければなりませ
ん。コマンド行インタフェースを使用して
いる場合は、システムの起動時に IPアドレ
スが検出されます。

■ ルーターが存在しない場合、または今回は
ソフトウェアに IPアドレスを検出させない
場合は、「なし」を選択します。リブート
時に、ソフトウェアが自動的に IPアドレス
の検出を試みます。

検出*/指定/なし

時間帯 デフォルトの時間帯をどのように指定します
か。

地域*

GMTとの時差

時間帯ファイル

rootパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

デフォルトインストールまたはカス
タムインストール

デフォルトのインストールを実行しますか、
それともインストールをカスタマイズします
か。
■ デフォルトインストールを選択すると、
ハードディスク全体がフォーマットされ、
事前に選択されている一連のソフトウェア
がインストールされます。

■ カスタムインストールを選択すると、ハー
ドディスクの配置を変更したり、必要なソ
フトウェアを選択してインストールしたり
できます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルト
インストール」か「カスタムインストール」
かの選択は表示されません。デフォルトイン
ストールを実行するには、テキストインス
トーラに表示されるデフォルト値をそのまま
使用します。カスタムインストールを実行す
るには、テキストインストーラの画面で値を
編集します。

デフォルトインストール*/カス
タムインストール

キーボード この機能は、次のリリースで新たに加わりま
した。
■ Solaris 10 11/06以降のリリース (SPARCの場
合)

■ Solaris 10 8/07以降のリリース (x86の場合)

キーボードが自己識別型である場合は、イン
ストール時にキーボードの言語および配列が
自動的に設定されます。キーボードが自己識
別型でない場合は、インストール時にユー
ザーがキーボード設定の配列を選択できるよ
うに、サポートされているキー配列の一覧が
sysidkdbツールによって提供されます。

SPARC:以前は、USBキーボードのインストー
ル時の自己識別値を 1としていました。そのた
め、自己識別型でないキーボードはすべて、
インストール時に必ず米国英語 (U.S. English)
キー配列に設定されていました。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド
(ネットワークインストール)』の「sysidcfg
ファイルによる事前設定」を参照してくださ
い。

アップグレード用のチェックリスト
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

ロケール どの地域のサポートをインストールします
か。

注 –ロケールは、NISまたはNIS+によって事前
に設定できます。詳細は、『Solaris 10 8/07イン
ストールガイド (ネットワークインストー
ル)』の「sysidcfgファイルキーワード」を参照
してください。

SPARC:電源管理 (電源管理システム
をサポートする SPARCシステムの場
合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –システムにEnergy Starバージョン 3以降が
ある場合、この情報の入力は求められませ
ん。

はい/いいえ

自動的なリブートまたはCD/DVD取
り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的
にリブートしますか。

ソフトウェアをインストールした後に
CD/DVDを自動的に取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ

ディスク容量の再割り当て インストールプログラムに、ディスク上のシ
ステムを自動的に再配置させますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを
自動配置しますか。

例: /、/opt、/var

「いいえ」の場合は、システム構成用の情報
を指定する必要があります。

はい/いいえ*

tipラインを介してインストールを
行う場合の指示

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上あるか
確認します。詳細は、tip(1)のマニュアル
ページを参照してください。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、
sttyコマンドを使用します。詳細は、stty(1)

のマニュアルページを参照してください。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場
合は、Ethernetコネクタまたはそれに類似した
ネットワークアダプタがシステムに装着され
ていることを確認します。

アップグレード用のチェックリスト
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表 5–2 アップグレード用のチェックリスト (続き)

アップグレード用の情報 説明/例
答 –アスタリスク (*)はデフォルトを
示します

Solaris Live Upgradeの使用 ■ 新しいブート環境を作成してそれをアップ
グレードするためのリソース要件を調べま
す。詳細は、『Solaris 10 8/07インストール
ガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の第 3章「Solaris Live Upgrade
(計画)」を参照してください。

■ RAID-1ボリュームを使用している場合の
リソース要件を調べます。詳細は、
『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計
画)』の「ファイルシステムのスライスを選
択するための指針」を参照してください。

Prestoserveソフトウェアがシステム
に存在するかの確認

Prestoserveソフトウェアを使用している場合、
init 0コマンドを使ってシステムをシャットダ
ウンしてからアップグレードプロセスを開始
すると、データが失われることがあります。
シャットダウンについての説明は、Prestoserve
の資料を参照してください。

必要なパッチの確認 最新のパッチリストは http://sunsolve.sun.com
から入手できます。

計画の章とほかの関連マニュアルの
確認

■ 計画の章全体または特定の節を、第 4章で
確認します。

■ http://docs.sun.comの『Solaris 10 8/07ご使
用にあたって』やベンダーのリリースノー
トを参照して、使用するソフトウェアが新
しい Solarisリリースでもサポートされてい
ることを確認します。

■ 『Solaris 10 8/07 Sunハードウェアマニュア
ル』を参照して、使用するハードウェアが
サポートされていることを確認します。

■ システムに添付されている資料を参照し
て、使用するシステムやデバイスが Solaris
リリースでサポートされていることを確認
します。
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GRUB、Solarisゾーン、および RAID-1ボ
リュームに関連するインストールにつ
いて
このパートでは、Solaris OSのインストールとアップグレードに関連するいくつ
かの技術の概要を説明します。ガイドラインおよび要件についても解説します。

■ x86ベースのシステムでのGRUBベースのブート
■ Solarisゾーン区分技術
■ Solarisボリュームマネージャーの構成要素 (RAID-1など)
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x86: SolarisインストールのためのGRUB
ベースのブート

この章では、Solarisインストールに関連する、x86ベースのシステムでのGRUBベー
スのブートについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 79ページの「x86: GRUBベースのブート (概要)」
■ 82ページの「x86: GRUBベースのブート (計画)」

x86: GRUBベースのブート (概要)
オープンソースのブートローダーGRUBが、Solaris OSのデフォルトのブートロー
ダーとして採用されています。

注 – GRUBベースのブートは、SPARCベースのシステムでは使用できません。

ブートローダーは、システムの電源を入れたあと最初に実行されるソフトウェアプ
ログラムです。x86ベースのシステムの電源を入れると、BIOS (Basic Input/Output
System)により、CPU、メモリー、およびプラットフォームハードウェアが初期化さ
れます。初期化フェーズが完了すると、BIOSが構成済みブートデバイスからブート
ローダーをロードし、システムの制御をブートローダーに移します。

GRUBは、簡単なメニューインタフェースを備えたオープンソースのブートロー
ダーで、メニューには構成ファイルに定義されたブートオプションが表示されま
す。また、GRUBはコマンド行インタフェースも備えており、メニューインタ
フェースからアクセスしてさまざまなブートコマンドを実行できます。Solaris OSで
は、GRUB実装はマルチブート仕様に準拠しています。マルチブート仕様について
詳細は、http://www.gnu.org/software/grub/grub.htmlを参照してください。

Solarisカーネルはマルチブート仕様に完全に準拠しているため、GRUBを使用して
Solaris x86ベースのシステムをブートできます。GRUBを使用すると、さまざまなオ
ペレーティングシステムのブートおよびインストールがより簡単にできます。たと
えば、1つのシステムで次のオペレーティングシステムを別々にブートできます。

6第 6 章
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■ Solaris OS
■ Microsoft Windows

注 – GRUBはMicrosoft Windowsのパーティションを検出しますが、OSがブート可
能かどうかは確認しません。

GRUBの主な利点は、ファイルシステムおよびカーネル実行可能ファイルの形式に
対して直観的であるため、ディスク上のカーネルの物理的位置を記録せずにオペ
レーティングシステムをロードできることです。GRUBベースのブートでは、カー
ネルのファイル名、ドライブ、およびカーネルがあるパーティションを指定するこ
とでカーネルがロードされます。GRUBベースのブートは Solaris Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)を置き換え、GRUBメニューによってブート処理を簡
略化します。

x86: GRUBベースのブートの動作
GRUBがシステムの制御を取得すると、コンソールにメニューが表示されます。
GRUBメニューでは次の操作を実行できます。

■ エントリを選択してシステムをブートします
■ 組み込まれているGRUB編集メニューを使用してブートエントリを変更します
■ コマンド行から手動でOSカーネルをロードします

デフォルトで登録されているOSブートでは、設定可能なタイムアウトを利用できま
す。いずれかのキーを押すと、デフォルトのOSエントリのブートが中止されます。

GRUBメニューの例については、83ページの「GRUBメインメニューについて」を
参照してください。

x86: GRUBデバイス命名規則
GRUBが使用するデバイス命名規則は、以前の Solaris OSバージョンの場合と若干異
なっています。GRUBデバイス命名規則を理解すると、使用しているシステムで
GRUBを構成するときに、ドライブとパーティションの情報を正しく指定できま
す。

次の表に、GRUBデバイス命名規則を示します。

x86: GRUBベースのブート (概要)

Solaris 10 8/07インストールガイド (インストールとアップグレードの計画) • 2007年 6月80



表 6–1 GRUBデバイスの命名規則

デバイス名 説明

(fd0), (fd1) 最初のフロッピーディスク、2番目のフ
ロッピーディスク

(nd) ネットワークデバイス

(hd0,0), (hd0,1) 最初の biosディスクの 1番目と 2番目の fdisk

パーティション

(hd0,0,a), (hd0,0,b) 最初の biosディスクの 1番目の fdiskパー
ティションの Solaris/BSDスライス 0および 1

注 – GRUBデバイス名はすべて括弧で囲む必要があります。パーティション番号は、
1からではなく 0 (ゼロ)から数えます。

fdiskパーティションの詳細については、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「fdiskパーティションの作成上のガイドライン」を参照して
ください。

x86: GRUBベースのインストールについての情報
の参照先
変更内容の詳細については、次の関連情報を参照してください。

表 6–2 GRUBベースのインストールについての情報の参照先

トピック GRUBメニューでの作業 参照先

インストール Solaris OS CDまたはDVDメ
ディアからインストールする方
法

『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本
編)』

ネットワークインストールイ
メージからインストールする方
法

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネット
ワークインストール)』のパート II「ローカ
ルエリアネットワーク経由のインストール」

ネットワークインストールのた
めにDHCPサーバーを構成する
方法

『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネット
ワークインストール)』の「DHCPサービス
によるシステム構成情報の事前設定 (作業)」

x86: GRUBベースのブート (概要)
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表 6–2 GRUBベースのインストールについての情報の参照先 (続き)
トピック GRUBメニューでの作業 参照先

カスタム JumpStartプログラム
でインストールする方法

『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の「カスタム
JumpStartインストールの実行」

Solaris Live Upgradeを使用して
ブート環境のアクティブ化また
はフォールバックを行う方法

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの
計画)』の「ブート環境のアクティブ化」

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの
計画)』の第 6章「障害回復:元のブート
環境へのフォールバック (作業)」

システム管理 GRUBおよび管理作業について
の詳細

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 11
章「GRUBベースのブート (手順)」

x86: GRUBベースのブート (計画)
この節では、GRUBベースのブートの基本と、GRUBメニューについて説明します。

Solaris OSのインストール時に、デフォルトで 2つのGRUBメニューエントリがシス
テムにインストールされます。最初のエントリは Solaris OSエントリです。2番目の
エントリはフェイルセーフブートアーカイブで、システムの回復に使用されます。
Solaris GRUBメニューエントリは、Solarisソフトウェアのインストールおよびアップ
グレード処理の一環として自動的にインストールおよびアップグレードされます。
これらのエントリはOSによって直接管理されるため、手動で編集しないでくださ
い。

Solaris OSの標準インストール中に、システム BIOSの設定を変更せずにGRUBが
Solaris fdiskパーティションにインストールされます。このOSが BIOSブートディス
クにない場合は、次のいずれかの操作を行う必要があります。

■ BIOSの設定を変更します。
■ ブートマネージャーを使用して Solarisパーティションでブートストラップするよ
うにします。詳細については、使用しているブートマネージャーの使用方法を参
照してください。

ブートディスクに Solaris OSをインストールする方法をお勧めします。マシンに複数
のオペレーティングシステムがインストールされている場合は、エントリを
menu.lstファイルに追加できます。これらのエントリは、システムを次にブートし
たときにGRUBメニューに表示されます。

x86: GRUBベースのブート (計画)
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複数のオペレーティングシステムの詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBブート環境で複数のオペレーティングシステムをサポートする方
法」を参照してください。

x86:ネットワークからのGRUBベースのインス
トールの実行
GRUBベースのネットワークブートを実行するには、PXEクライアント用に構成さ
れたDHCPサーバーと、tftpサービスを提供するインストールサーバーが必要で
す。DHCPサーバーには、DHCPクラスである PXEClientと GRUBClientに応答する機
能が必要です。DHCP応答には、次の情報が含まれている必要があります。

■ ファイルサーバーの IPアドレス
■ ブートファイルの名前 (pxegrub)

注 – rpc.bootparamdは、通常、ネットワークブートを実行する場合にサーバー側で必
要とされるファイルですが、GRUBベースのネットワークブートでは不要です。

PXEもDHCPサーバーも使用できない場合は、CD-ROMまたはローカルディスクか
らGRUBをロードできます。次にGRUBでネットワークを手動で構成し、ファイル
サーバーからマルチブートプログラムとブートアーカイブをダウンロードできま
す。

詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (ネットワークインストール)』の「PXE
を使用したネットワーク経由のブートとインストールの概要」を参照してくださ
い。

GRUBメインメニューについて
x86ベースのシステムをブートすると、GRUBメニューが表示されます。このメ
ニューには、選択可能なブートエントリの一覧が表示されます。「ブートエント
リ」は、使用しているシステムにインストールされているOSインスタンスです。
GRUBメニューは、構成ファイルの menu.lstファイルに基づいています。menu.lst

ファイルは、Solarisインストールプログラムによって作成され、インストール後に
変更できます。menu.lstファイルには、GRUBメニューに表示されるOSインスタン
スの一覧が記述されています。

■ Solaris OSをインストールまたはアップグレードすると、GRUBメニューが自動的
に更新されます。これにより、Solaris OSが新しいブートエントリとして表示され
ます。

x86: GRUBベースのブート (計画)
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■ Solaris OS以外のOSをインストールする場合は、menu.lst構成ファイルに変更を
加えて新しいOSインスタンスを含める必要があります。新しいOSインスタンス
を追加すると、システムを次にブートしたときに、新しいブートエントリが
GRUBメニューに表示されます。

例 6–1 GRUBメインメニュー

次の例では、GRUBメインメニューに SolarisオペレーティングシステムとMicrosoft
Windowsオペレーティングシステムが表示されています。また、Solaris Live Upgrade
ブート環境も second_diskという名前で一覧に表示されています。各メニューの項目
については、続く説明を参照してください。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

|Windows |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

Solaris Solaris OSを指定します。

Solaris failsafe Solaris OSが損傷した場合に、回復のために使用できるブートアーカ
イブを指定します。

second_disk Solaris Live Upgradeブート環境を指定します。second_diskブート環
境は、Solaris OSのコピーとして作成されました。luactivateコマン
ドによってアップグレードおよびアーカイブされています。ブート
環境は、ブート時に使用できます。

Windows Microsoft Windows OSを指定します。GRUBはこれらのパー
ティションを検出しますが、OSがブート可能かどうかは確認しま
せん。

GRUB menu.lstファイルについて
GRUB menu.lstファイルには、GRUBメインメニューの内容の一覧が記述されていま
す。GRUBメインメニューには、Solaris Live Upgradeブート環境を含め、システムに
インストールされているすべてのOSインスタンスのブートエントリが一覧表示され
ます。Solarisのソフトウェアアップグレード処理では、このファイルに対して行
なった変更内容がすべて保持されます。

x86: GRUBベースのブート (計画)
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menu.lstファイルに対する修正は、Solaris Live Upgradeエントリと一緒に、すべて
GRUBメインメニューに表示されます。ファイルに対する変更点はすべて、システ
ムを次にリブートしたときに有効になります。このファイルは、次の目的で変更で
きます。

■ Solaris以外のオペレーティングシステム用のGRUBメニューエントリを追加する
ため

■ GRUBメニューでのデフォルトのOSの指定など、ブート動作をカスタマイズす
るため

注意 – GRUB menu.lstファイルを使用して Solaris Live Upgradeエントリを変更しない
でください。変更により、Solaris Live Upgradeの実行に失敗する可能性があります。

menu.lstファイルを使用してカーネルデバッガによるブートなどのブート動作をカ
スタマイズできますが、カスタマイズする場合は eepromコマンドを使用する方法を
お勧めします。menu.lst ファイルを使用してカスタマイズすると、ソフトウェアの
アップグレード時に Solaris OSエントリが変更される可能性があります。これによ
り、ファイルに加えた変更内容が失われます。

eepromコマンドの使用法については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「eepromコマンドを使用して Solarisブートパラメータを設定する方法」を参
照してください。

例 6–2 menu.lstファイル

次に menu.lstファイルの例を示します。

default 0

timeout 10

title Solaris

root (hd0,0,a)

kernel /platform/i86pc/multiboot -B console=ttya

module /platform/i86pc/boot_archive

title Solaris failsafe

root (hd0,0,a)

kernel /boot/multiboot -B console=ttya -s

module /boot/x86.miniroot.safe

#----- second_disk - ADDED BY LIVE UPGRADE - DO NOT EDIT -----

title second_disk

root (hd0,1,a)

kernel /platform/i86pc/multiboot

module /platform/i86pc/boot_archive

title second_disk failsafe

root (hd0,1,a)

kernel /boot/multiboot kernel/unix -s

x86: GRUBベースのブート (計画)
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例 6–2 menu.lstファイル (続き)

module /boot/x86.miniroot-safe

#----- second_disk -------------- END LIVE UPGRADE ------------

title Windows

root (hd0,0)

chainloader -1

default タイムアウトした場合にブートする項目を指
定します。デフォルトの設定を変更する場合
は、番号を変更して一覧の別の項目を指定で
きます。最初のタイトルを 0として数えま
す。たとえば、デフォルトを 2に変更する
と、second_diskブート環境が自動的にブート
します。

timeout デフォルトのエントリをブートするまで、
ユーザーの入力を待つ時間を秒単位で指定し
ます。タイムアウトを指定しない場合は、エ
ントリを選択する必要があります。

title OS name オペレーティングシステムの名前を指定しま
す。
■ これが Solaris Live Upgradeブート環境の場
合、OS nameは新しいブート環境の作成時
にその環境に指定した名前です。前の例で
は、Solaris Live Upgradeブート環境の名前
は second_diskです。

■ これがフェイルセーフブートアーカイブの
場合、このブートアーカイブは主OSが損
傷したときの回復処理に使用されます。前
の例では、Solarisフェイルセーフと
second_diskフェイルセーフが Solarisおよ
び second_diskオペレーティングシステム
の回復用ブートアーカイブです。

root (hd0,0,a) ファイルのロード先となるディスク、パー
ティション、およびスライスを指定します。
GRUBは、ファイルシステムの種類を自動的
に検出します。

kernel /platform/i86pc/multiboot マルチブートプログラムを指定します。
kernelコマンドのあとに、必ずマルチブート
プログラムを指定する必要があります。マル
チブートのあとの文字列は、解釈されずに
Solaris OSに渡されます

x86: GRUBベースのブート (計画)
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例 6–2 menu.lstファイル (続き)

複数のオペレーティングシステムの詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBブート環境で複数のオペレーティングシステムをサポートする方
法」を参照してください。

GRUBメニューを変更するための menu.lstファイルの検出

GRUBメニューの menu.lstファイルを検出するには、常に bootadmコマンドを使用す
る必要があります。アクティブなGRUBメニューを見つけるには、list-menuサブコ
マンドを使用します。menu.lstファイルには、システムにインストールされている
すべてのオペレーティングシステムが一覧表示されています。このファイルの内容
は、GRUBメニューに表示されるオペレーティングシステムの一覧を記述したもの
です。このファイルに変更を加える場合は、『Solaris 10 8/07インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「GRUBメニューのmenu.lstファイ
ルの検出 (作業)」を参照してください。

x86: GRUBベースのブート (計画)
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システムに Solarisゾーンがインストール
されている場合のアップグレード (計画)

この章では、非大域ゾーンが構成されている場合の、Solarisゾーン区分技術と Solaris
OSのアップグレードとの関係の概要を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 89ページの「Solarisゾーン (概要)」
■ 90ページの「非大域ゾーンを含むアップグレード」
■ 93ページの「非大域ゾーンのディスク容量要件」

Solarisゾーン (概要)
Solarisゾーン区分技術は、オペレーティングシステムサービスを仮想化し、安全で
隔離されたアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーンは、Solaris OSの
1つのインスタンス内で作成される、仮想化されたオペレーティングシステム環境で
す。非大域ゾーンを作成すると、アプリケーション実行環境が生成されます。この
アプリケーション実行環境内のプロセスは、システムのほかの部分から隔離されま
す。このように隔離されているので、ある非大域ゾーンで実行中のプロセスが、ほ
かの非大域ゾーンで実行中のプロセスから監視または操作されることがありませ
ん。スーパーユーザー資格で実行されているプロセスであっても、ほかのゾーンの
活動を監視したり操作したりすることはできません。また、非大域ゾーンにより、
アプリケーションを配備するマシンの物理的属性からアプリケーションを分離する
抽象層も提供されます。このような属性の例として、物理デバイスパスがありま
す。

各 Solarisシステムには大域ゾーンが 1つ含まれています。大域ゾーンは 2つの機能を
持っています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであり、システム全
体の管理に使用されるゾーンでもあります。大域管理者が非大域ゾーンを作成した
場合を除き、すべてのプロセスが大域ゾーンで実行されます。非大域ゾーンの構
成、インストール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うこ
とができます。システムハードウェアから起動できるのは、大域ゾーンだけです。
物理デバイス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラク
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チャーの管理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行される
プロセスは、適切な権限が付与されていれば、非大域ゾーンに関連付けられている
オブジェクトにもアクセスできます。

説明 参照先

以降の節で、非大域ゾーンが含まれているシス
テムをどのようにアップグレードできるかにつ
いて説明します。

90ページの「非大域ゾーンを含むアップグレー
ド」

非大域ゾーンの作成および構成方法の完全な情
報

『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源
管理と Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾー
ンの紹介」

非大域ゾーンを含むアップグレード
Solaris OSをインストールしたあと、非大域ゾーンをインストールして構成すること
ができます。非大域ゾーンがインストールされている場合に、Solaris OSをアップグ
レードできます。ブランドを設定した非大域ゾーンがインストールされている場
合、それらはアップグレードプロセスでは無視されます。非大域ゾーンがインス
トールされているシステムに対応するための変更を次にまとめます。

■ Solaris対話式インストールプログラムでは、非大域ゾーンがインストールされて
いる場合にシステムのアップグレードまたはパッチの適用が可能です。インス
トールされている非大域ゾーンの数に応じて、アップグレードやパッチに要する
時間が大幅に長くなることがあります。このプログラムを使用したインストール
の詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (基本編)』の第 2章「Solarisイン
ストールプログラムによるインストール (作業)」を参照してください。

■ 自動化された JumpStartインストールでは、アップグレードまたはパッチに適用
する任意のキーワードを使ってアップグレードまたはパッチを行うことができま
す。インストールされている非大域ゾーンの数に応じて、アップグレードや
パッチに要する時間が大幅に長くなることがあります。このプログラムを使用し
たインストールの詳細は、『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』を参照してください。

■ Solaris Live Upgradeでは、非大域ゾーンが含まれているシステムのアップグレー
ドまたはパッチの適用が可能です。システムに非大域ゾーンが含まれている場合
は、アップグレードプログラムまたはパッチを追加するプログラムとして、
Solaris Live Upgradeを推奨します。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大
なアップグレード時間が必要となる場合があります。これは、アップグレードの
実行に要する時間が、インストールされている非大域ゾーンの数に比例して増加
するからです。Solaris Live Upgradeを使ってシステムにパッチを適用する場合
は、システムをシングルユーザーモードにする必要がないため、システムの稼働
時間を最大限に活用できます。非大域ゾーンがインストールされているシステム
に対応するための変更は次のとおりです。

非大域ゾーンを含むアップグレード
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■ 新しいパッケージ SUNWlucfgをほかの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWlur

および SUNWluuとともにインストールする必要があります。
■ 現在稼働しているブート環境から新しいブート環境を作成する方法は同じまま
ですが、例外が 1つあります。非大域ゾーン内の共有ファイルシステムの宛先
スライスを指定できます。この例外は、次の状況のもとで発生します。
■ 現在のブート環境で zonecfg add fsコマンドが使用され、非大域ゾーンに
対して個別のファイルシステムが作成された場合

■ この個別のファイルシステムが、/zone/root/exportなどの共有ファイルシ
ステム上にある場合

この個別のファイルシステムが新しいブート環境で共有されないようにするた
め、非大域ゾーンの個別ファイルシステムの宛先スライスを指定できるように
lucreateコマンドが変更されました。-mオプションの引数には、新しい省略
可能フィールド zonenameが追加されました。この新しいフィールドは、非大
域ゾーンの個別のファイルシステムを新しいブート環境の個々のスライス上に
配置します。個別のファイルシステムを含む非大域ゾーンの設定方法の詳細
は、zonecfg(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –デフォルトでは、クリティカルファイルシステム (ルート(/)、/usr、/opt

ファイルシステム)以外のすべてのファイルシステムが、現在のブート環境と
新しいブート環境との間で共有されます。このため、アクティブブート環境内
の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されま
す。/exportファイルシステムは、共有ファイルシステムの一例です。-mオプ
ションと zonenameオプションを使用すると、非大域ゾーンの共有ファイルシ
ステムが個々のスライスにコピーされ、データは共有されません。このオプ
ションを使用すると、zonecfg add fs コマンドを使って作成した非大域ゾーン
のファイルシステムがブート環境間で共有されなくなります。

■ ブート環境の比較機能が向上しました。lucompareコマンドは、非大域ゾーン
の内容が含まれているブート環境の比較を行うようになりました。

■ lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境に存在する、
それらに対応する個別のファイルシステムにアクセスできるようにします。大
域ゾーン管理者が lumountコマンドを使って非アクティブブート環境をマウン
トすると、同様にブート環境が非大域ゾーン用にマウントされます。

■ lufslistコマンドによるファイルシステムの表示機能が向上し、大域ゾーン
と非大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧が表示されるようになりまし
た。

非大域ゾーンがインストールされているときに Solaris Live Upgradeを使用する手順に
ついては、『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の第 9章「非大域ゾーンがインストールされているシステムにおける
Solaris OSのアップグレード」を参照してください。

非大域ゾーンを含むアップグレード
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表 7–1 非大域ゾーンを含むアップグレードでの制約

プログラムまたは条件 説明

Solarisフラッシュアーカイブ 非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフ
ラッシュアーカイブは正常に作成されません。Solarisフ
ラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性はありませ
ん。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイ
ブの配備条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは
正しくインストールされません。
■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合。
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域
ゾーンに作成された場合。

Solarisフラッシュアーカイブの作成方法の詳細は、
『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solarisフラッシュアーカイ
ブの作成とインストール)』を参照してください。

場合によっては、-Rオプ
ションまたは同等のオプ
ションを使用するコマンドを
使用してはいけません。

次の条件がいずれも成立する場合は、コマンドに -Rオプション
または同等のオプションを使用して代替ルート (/)ファイルシス
テムを指定してはいけません。
■ コマンドが大域ゾーン内で実行される。
■ 代替ルート (/)ファイルシステムが非大域ゾーンにあるすべ
てのパスを参照する。

たとえば、pkgaddユーティリティーに -R root_pathオプションで
非大域ゾーンのルート (/)ファイルシステムへのパスを指定し
て、大域ゾーンから実行する場合です。

代替ルート (/)ファイルシステムが指定可能なユーティリティー
の一覧およびゾーンの詳細については、『Solarisのシステム管理
(Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』の「大域ゾーンか
ら非大域ゾーンにアクセスする際の制限」を参照してください。

ZFSファイルシステムと非大域
ゾーン

非大域ゾーンが ZFSファイルシステム上にある場合は、アップグ
レードプロセスによって非大域ゾーンはアップグレードされませ
ん。

ゾーンを含むアップグレードを実行する前のシス
テムのバックアップ
アップグレードを実行する前に、Solarisシステムの大域ゾーンと非大域ゾーンを
バックアップしてください。ゾーンがインストールされているシステムのバック
アップを作成する方法については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源
管理と Solarisゾーン)』の第 26章「Solarisのゾーン管理 (概要)」を参照してくださ
い。

非大域ゾーンを含むアップグレード
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非大域ゾーンのディスク容量要件
大域ゾーンをインストールするときには、作成するすべてのゾーンに十分なディス
ク容量を必ず確保してください。非大域ゾーンごとに、ディスク容量要件は異なる
場合があります。

1つのゾーンで消費できるディスク容量に制限はありません。容量制限は大域ゾーン
の管理者が行います。単一プロセッサの小規模なシステムでも、多数のゾーンを同
時に実行できます。非大域ゾーンを作成するときの容量要件は、大域ゾーンにイン
ストールされたパッケージの種類によって異なります。パッケージ数と容量要件が
その要因になります。

計画の要件と推奨事項の詳細は、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管
理と Solarisゾーン)』の第 18章「非大域ゾーンの計画と構成 (手順)」を参照してくだ
さい。

非大域ゾーンのディスク容量要件
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インストール時の RAID-1ボリューム (ミ
ラー)の作成 (概要)

この章では、ルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボリューム (ミラー)を作成する
利点について説明します。ファイルシステムのミラー作成に必要な Solarisボリュー
ムマネージャーコンポーネントについても説明します。この章の内容は次のとおり
です。

■ 95ページの「RAID-1ボリュームを使用する理由」
■ 96ページの「RAID-1ボリュームの機能」
■ 98ページの「Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要」
■ 101ページの「RAID-1ボリュームのディスク配置の例」

Solaris Live Upgradeや JumpStartに固有の追加情報については、次の資料を参照して
ください。

■ Solaris Live Upgrade:『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live Upgradeと
アップグレードの計画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作
成するための一般的な指針」

■ JumpStart:
■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「filesys
プロファイルキーワード (RAID-1ボリュームの作成)」

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「metadb
プロファイルキーワード (状態データベースの複製の作成)」

RAID-1ボリュームを使用する理由
インストール時、またはアップグレード時に、RAID-1ボリュームを作成して、複数
の物理ディスクにシステムデータを複製できます。複数のディスクにデータを複製
することにより、ディスクの破壊やディスク障害の際にデータを保護することがで
きます。

Solarisカスタム JumpStartおよび Solaris Live Upgradeでは、ファイルシステムをミ
ラー化するRAID-1ボリュームの作成に、Solarisボリュームマネージャーを使用しま
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す。Solarisボリュームマネージャーでは、ボリュームを使って確実にディスクや
データを管理できます。Solarisボリュームマネージャーでは、連結、ストライプ、
その他の複雑な構成が可能です。カスタム JumpStartおよび Solaris Live Upgradeイン
ストールでは、これらの作業の一部が実行できます。たとえば、ルート (/)ファイル
システムのRAID-1ボリュームを作成できます。RAID-1ボリュームは、インストー
ル時、またはアップグレード時に作成できるので、インストール後に作成する必要
はありません。

■ ガイドラインについては、106ページの「カスタム JumpStartと Solaris Live Upgrade
のガイドライン」を参照してください。

■ Solarisボリュームマネージャーソフトウェアとそのコンポーネントの詳細につい
ては、『Solarisボリュームマネージャの管理』を参照してください。

RAID-1ボリュームの機能
Solarisボリュームマネージャーは、物理ディスクおよびその関連データの管理に仮
想ディスクを使用します。Solarisボリュームマネージャーでは、仮想ディスク
を「ボリューム」と呼びます。「ボリューム」とは、システム上で単一の論理デバ
イスとみなされる物理スライスの集まりの名前です。ボリュームは、一般的な
UNIX®用語である「擬似 (仮想)デバイス」と、実質的に同義です。

アプリケーションやファイルシステム (UFSなど)から見ると、ボリュームは物理
ディスクと同じように機能します。Solarisボリュームマネージャーは、ボリューム
に対する入出力要求を、そのボリュームを構成するメンバーディスクに対する入出
力要求に変換します。Solarisボリュームマネージャーのボリュームは、スライス
(ディスクパーティション)またはほかの Solarisボリュームマネージャーボリューム
から作成されます。

ボリュームを使用して、パフォーマンスとデータ可用性を向上させることができま
す。場合によっては、ボリュームの使用により入出力パフォーマンスも向上しま
す。ボリュームの機能は、スライスと同じです。ボリュームはスライスとよく似て
いますが、エンドユーザー、アプリケーション、およびファイルシステムに対して
透過的です。物理デバイスと同様に、Solarisボリュームマネージャーを使用して、
ブロックデバイス名または rawデバイス名からボリュームにアクセスできます。ボ
リューム名は、使用しているのがブロックデバイスなのか rawデバイスなのかに
よって異なります。カスタム JumpStartインストールおよび Solaris Live Upgradeで
は、ミラー化されたファイルシステムの作成用としてブロックデバイスがサポート
されます。ボリューム名の詳細については 107ページの「カスタム JumpStartと
Solaris Live Upgradeを行うときのRAIDボリューム名の要件とガイドライン」を参照
してください。

RAID-0ボリューム (単一スライスの連結)を保持するRAID-1ボリュームを作成する
場合、SolarisボリュームマネージャーはRAID-0サブミラー上のデータを複製し、サ
ブミラーを 1つのボリュームとして処理します。

RAID-1ボリュームの機能
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図 8–1に、ルート (/)ファイルシステムを 2つの物理ディスクに複製するミラーを示
します。

図 8–1のシステムの構成は、次のとおりです。

■ d30という名前のミラーは、d31および d32という名前のサブミラーで構成されて
います。ミラー d30は、ルート (/)ファイルシステム内のデータを 2つのサブミ
ラーに複製しています。

図 8–1 2つのディスクにルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボリュームを作成

RAID-1ボリュームの機能
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■ hdisk0上のルートファイルシステム (/)は、d31という名前の単一スライスの連結
に含まれています。

■ ルート (/)ファイルシステムは、hdisk1という名前のハードディスクにコピーさ
れます。このコピーは、 d32という名前の単一スライスの連結です。

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
カスタム JumpStartインストールおよび Solaris Live Upgradeでは、データの複製に必
要な次のコンポーネントを作成できます。

■ 状態データベースと状態データベースの複製 (metadbs)
■ 単一スライスの連結 (サブミラー)を保持するRAID-1ボリューム (ミラー)

この節では、これらのコンポーネント 1つ 1つについて簡単に説明します。これらの
コンポーネントの詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管理』を参照してくだ
さい。

状態データベースと状態データベースの複製
「状態データベース」は、物理ディスクに情報を格納するデータベースです。状態
データベースは、構成に対して加えられた変更を記録および管理します。Solarisボ
リュームマネージャーは、構成や状態に変化があると、状態データベースを自動的
に更新します。新しいボリュームの作成は、構成の変更の一例です。サブミラーの
障害は、状態の変化の一例です。

状態データベースは、実際には、複製された複数のデータベースコピーの集まりで
す。各コピーは、「状態データベースの複製」と呼ばれ、データベース内のデータ
が常に有効であることを保証します。状態データベースのコピーを複数持つことに
より、単一点障害からデータを保護することができます。状態データベースは、既
知の状態データベースの複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースとその状態データベースの複製が作成されるまで、Solarisボ
リュームマネージャーは動作できません。Solarisボリュームマネージャー構成に
は、正常に動作する状態データベースが必要です。

状態データベースの複製は、状態データベースのデータが常に有効であることを保
証します。状態データベースが更新されると、個々の状態データベースの複製も更
新されます。ただし、システムクラッシュによってすべての更新が失われるのを防
ぐために、更新は一度に 1つずつ行われます。

システムから 1つの状態データベースの複製が失われると、Solarisボリュームマネー
ジャーは、どの状態データベースの複製に有効なデータが格納されているかを判断
する必要があります。この情報を得るために、Solarisボリュームマネージャー

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
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は「多数決アルゴリズム」を使用します。このアルゴリズムでは、過半数 (半数 + 1)
の複製が使用可能であり、一致していれば、それらの複製を有効であるとみなしま
す。この多数決アルゴリズムがあるため、ディスク構成を設定するときに、3つ以上
の状態データベースの複製を作成する必要があります。3つの状態データベースの複
製のうち少なくとも 2つが使用可能であれば、合意に達することができます。

個々の状態データベースの複製には、デフォルトで 4Mバイト (8192ディスクセクタ)
のディスク領域が使用されます。複製は、次のデバイスに格納できます。

■ 専用のローカルディスクスライス
■ Solaris Live Upgradeのみ:

■ ボリュームの一部となるローカルスライス
■ UFSロギングデバイスの一部となるローカルスライス

複製は、ルート (/)、 swap、/usrスライス、およびファイルシステムやデータがすで
に格納されているスライスには格納できません。ただし、複製を格納したあとで、
同じスライスにボリュームやファイルシステムを置くことができます。

複数の状態データベースのコピーを 1つのスライス上に置くこともできます。しか
し、複数の状態データベースの複製を 1つのスライスに置くと、システムが単一点
障害に対してより脆弱になる可能性があります。

説明 参照先

カスタム JumpStartまたは Solaris Live Upgradeを
使ってRAID-1ボリュームを作成するときに確
認するガイドラインと要件

104ページの「状態データベースの複製のガイ
ドラインと要件」

状態データベースと状態データベースの複製に
関する詳細情報の入手

『Solarisボリュームマネージャの管理』

RAID-1ボリューム (ミラー)
RAID-1ボリューム (ミラー)は、同じデータのコピーを複数のRAID-0ボリューム (単
一スライスの連結)に保持しているボリュームです。RAID-1ボリュームの構成後、
このボリュームを物理スライスと同様に使用できます。既存のファイルシステムを
含め、どのようなファイルシステムでも複製できます。RAID-1ボリュームは、デー
タベースなど、任意のアプリケーションでも使用できます。

RAID-1ボリュームを使用したファイルシステムのミラー化には、次の利点と欠点が
あります。

■ RAID-1ボリュームでは、両方のRAID-0ボリュームから同時にデータを読み取る
ことができるので (どちらのボリュームもすべての要求に応じることができる)、
パフォーマンスが向上します。1つの物理ディスクに障害が発生しても、パ
フォーマンスの低下やデータの損失なしにミラーを引き続き使用できます。

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
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■ RAID-1ボリュームを使用する場合、より多くのディスク容量が必要になりま
す。少なくとも、データの容量の 2倍のディスク容量が必要です。

■ Solarisボリュームマネージャーソフトウェアは、すべてのRAID-0ボリュームに
書き込む必要があるので、データを複製すると、書き込み要求がディスクに書き
込まれるまでの時間も長くなる可能性があります。

説明 参照先

RAID-1ボリュームの計画 106ページの「RAID-1ボリュームとRAID-0ボ
リュームの要件とガイドライン」

RAID-1ボリュームの詳細情報 『Solarisボリュームマネージャの管理』

RAID-0ボリューム (連結)
RAID-0ボリュームは、単一スライスの連結です。連結とは、複数のコンポーネント
間でデータが順番に隣接して配置され、1つの論理記憶ユニットを構成するボリュー
ムのことです。カスタム JumpStartインストールおよび Solaris Live Upgradeでは、ス
トライプの作成や、その他の複雑な Solarisボリュームマネージャーボリュームは作
成できません。

インストール時、またはアップグレード時に、RAID-1ボリューム (ミラー)を作成
し、これらのミラーにRAID-0ボリュームを追加できます。「ミラー化された」
RAID-0ボリュームを「サブミラー」と呼びます。ミラーは 1個以上のRAID-0ボ
リュームで構成されます。インストール後、Solarisボリュームマネージャーを使用
してRAID-1ミラーボリュームを管理することにより、個々のRAID-0サブミラーボ
リューム上のデータを管理できます。

カスタム JumpStartインストールでは、最大 2つのサブミラーで構成されるミラーを
作成できます。Solaris Live Upgradeでは、最大 3つのサブミラーで構成されるミラー
を作成できます。実際には 2面ミラーで十分です。3つ目のサブミラーを構成する
と、オンラインでバックアップをとることができます。この場合、バックアップの
ために 1つのサブミラーがオフラインになっていても、データの冗長性は失われま
せん。

説明 参照先

RAID–0ボリュームの計画 106ページの「RAID-1ボリュームとRAID-0ボ
リュームの要件とガイドライン」

RAID-0ボリュームの詳細情報 『Solarisボリュームマネージャの管理』

Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要
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RAID-1ボリュームのディスク配置の例
次の図は、ルートファイルシステム (/)を 2つの物理ディスク上に複製するRAID-1
ボリュームです。状態データベースの複製 (metadb)は、両方のディスクに配置され
ています。

図 8–2のシステムの構成は、次のとおりです。

図 8–2 RAID-1ボリュームのディスク配置

RAID-1ボリュームのディスク配置の例
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■ d30という名前のミラーは、d31および d32という名前のサブミラーで構成されて
います。ミラー d30は、ルート (/)ファイルシステム内のデータを 2つのサブミ
ラーに複製しています。

■ hdisk0上のルートファイルシステム (/)は、d31という名前の単一スライスの連結
に含まれています。

■ ルート (/)ファイルシステムは、hdisk1という名前のハードディスクにコピーさ
れます。このコピーは、 d32という名前の単一スライスの連結です。

■ 状態データベースの複製は、hdisk0と hdisk1の両方のスライスで作成されま
す。

説明 参照先

JumpStartプロファイルの例 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「プロファイルの例」

Solaris Live Upgradeでの作成手順 『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「RAID-1
ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成す
る」

RAID-1ボリュームのディスク配置の例
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インストール時の RAID-1ボリューム (ミ
ラー)の作成 (計画)

この章では、カスタム JumpStartまたは Solaris Live Upgradeインストールを使って
RAID-1ボリュームを作成するために必要な条件とガイドラインについて説明しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

■ 104ページの「システム要件」
■ 104ページの「状態データベースの複製のガイドラインと要件」
■ 106ページの「RAID-1ボリュームとRAID-0ボリュームの要件とガイドライン」
■ 111ページの「シングルユーザーモードでのブート時に表示されるミラー保守管
理に関する通知」

Solaris Live Upgradeや JumpStartに固有の追加情報については、次の資料を参照して
ください。

■ Solaris Live Upgrade:『Solaris 10 8/07インストールガイド (Solaris Live Upgradeと
アップグレードの計画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作
成するための一般的な指針」

■ JumpStart:
■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「filesys
プロファイルキーワード (RAID-1ボリュームの作成)」

■ 『Solaris 10 8/07インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「metadb
プロファイルキーワード (状態データベースの複製の作成)」

9第 9 章
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システム要件
RAID-1ボリュームを作成して、特定のスライスにデータを複製するには、インス
トール時に、使用するディスクがシステムに直接接続されていて使用可能である必
要があります。

状態データベースの複製のガイドラインと要件
シングルポイント障害を避けるため、状態データベースの複製は、複数のスライ
ス、ドライブ、およびコントローラに分散させる必要があります。これは、単一の
コンポーネントに障害が発生した場合でも、大半の複製を利用可能な状態に保つ必
要があるからです。たとえばデバイス障害時などに、複製が失われた場合、Solaris
ボリュームマネージャーの実行やシステムの再起動が正常に行われなくなることが
あります。Solarisボリュームマネージャーが動作するためには、少なくとも半数の
複製が使用可能でなければならず、システムをマルチユーザーモードで再起動する
ためには過半数 (半数+1)の複製が使用可能でなければなりません。

状態データベースの複製の作成および管理方法の詳細は、『Solarisボリュームマ
ネージャの管理』を参照してください。

状態データベースの複製用のスライスの選択
状態データベースの複製用のスライスを選択する前に、次のガイドラインと推奨事
項を参考にしてください。

作業 説明

専用スライスの選択 状態データベースの複製は、複製ごとに 4Mバイト以上の容量を持つ専用ス
ライス上に作成するようにしてください。必要な場合は、あとでRAID-0ま
たはRAID-1ボリュームの一部とするスライス上にも、状態データベースの
複製を作成できます。ただし、その場合は、スライスをボリュームに追加
する前に複製を作成する必要があります。

スライスサイズの変
更

状態データベースの複製のデフォルトサイズは 4Mバイト (8192ディスクブ
ロック)です。ディスクスライスのサイズがこれより大きい場合は、状態
データベースの複製を格納できるように、スライスのサイズを変更できま
す。スライスサイズの変更については、『Solarisのシステム管理 (デバイス
とファイルシステム)』の第 11章「ディスクの管理 (手順)」を参照してくだ
さい。

使用されていないス
ライスの選択

状態データベースの複製は、未使用のスライス上に作成できます。状態
データベースの複製用に予約されているスライスの部分を、ほかの目的に
使用することはできません。

システム要件

Solaris 10 8/07インストールガイド (インストールとアップグレードの計画) • 2007年 6月104



作業 説明

状態データベースの複製を、既存のファイルシステムや、ルート (/)、
/usr、swapファイルシステムに作成することはできません。必要であれ
ば、swap領域を使用して新しいスライスを作成してから (スライス名が使用
可能な場合)、そのスライスに状態データベースの複製を作成できます。

ボリュームになるス
ライスの選択

ボリュームの一部となるスライス上に状態データベースの複製が置かれて
いる場合、ボリュームの容量は、複製によって占有される領域分だけ少な
くなります。複製が占める領域はシリンダ単位で切り上げられるため、こ
の領域はボリュームによってスキップされます。

状態データベースの複製の数の選択
状態データベースの複製の数を選択する前に、次のガイドラインを参考にしてくだ
さい。

■ 状態データベースの複製の数は、Solarisボリュームマネージャーの 1つのディス
クセットに対して、最低 3つから最高 50までを推奨します。次のガイドラインを
推奨します。
■ ドライブが 1つだけのシステムでは、3つの複製すべてを 1つのスライスに置
きます。

■ ドライブの数が 2つから 4つのシステムでは、各ドライブに 2つずつ複製を置
きます。

■ ドライブの数が 5つ以上のシステムでは、各ドライブに 1つずつ複製を置きま
す。

■ 状態データベースの複製を追加することで、ミラーのパフォーマンスを向上させ
ることができます。一般に、システムにミラーを 1つ追加するごとに複製は 2つ
追加する必要があります。

■ 小容量のランダム入出力 (データベースなど)にRAID-1ボリュームを使用する場
合は、複製の数を考慮する必要があります。RAID-1ボリュームごとに、その
RAID-1ボリュームに接続されていない複数のスライス (および、可能であれば複
数のディスクとコントローラ)上に 2つ以上の複製を余分に作成します。これは、
最適な性能を得るために必要な作業です。

コントローラ間で状態データベースの複製を分散
複数のコントローラがある場合、できるだけすべてのコントローラに均等になるよ
うに複製を分散させます。これによって、コントローラ障害に対する冗長性が確保
できるだけでなく、負荷の分散も可能になります。同じコントローラ上に複数の
ディスクが存在する場合は、各コントローラで 2個以上のディスクに複製を配置し
ます。

状態データベースの複製のガイドラインと要件
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RAID-1ボリュームとRAID-0ボリュームの要件とガイドラ
イン

RAID-1ボリューム (ミラー)とRAID-0ボリューム (単一スライスの連結)を使用する
際は、次のガイドラインに従ってください。

カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeのガイ
ドライン
カスタム JumpStartインストールと Solaris Live Upgradeは、Solarisボリュームマネー
ジャーで使用可能な機能の一部をサポートします。これらのインストールプログラ
ムでミラー化されたファイルシステムを作成するときは、次のガイドラインに
従ってください。

インストールプログラム サポートされている機能 サポートされていない機能

カスタム JumpStartと
Solaris Live Upgrade

■ RAID-0およびRAID-1ボリュームはサポー
トされますが、RAID-5ボリュームなどほ
かの Solarisボリュームマネージャーコン
ポーネントはサポートされません。

■ RAID-0ボリュームは、単一スライスの連
結としてのみサポートされています。

Solarisボリュームマネージャーでは、RAID-0
ボリュームは、ディスクストライプまたは
ディスク連結を表します。インストール時また
はアップグレード時にRAID-0ストライプボ
リュームを作成することはできません。

カスタム JumpStart ■ 初期インストール時にのみRAID-1ボ
リュームの作成がサポートされます。

■ 1つのRAID-1ボリュームに対して、最大 2
つのRAID-0ボリューム (サブミラー)を作
成できます。通常、ほとんどのアプリケー
ションでは、2つのサブミラーで十分な
データの冗長性が得られます。ディスクド
ライブのコストも比較的小さくてすみま
す。

■ RAID-1ボリュームが構成されている場合
のアップグレードはサポートされません。

■ 3つ以上のRAID-0ボリュームはサポートさ
れません。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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インストールプログラム サポートされている機能 サポートされていない機能

Solaris Live Upgrade ■ 1つのRAID-1ボリュームに対して、最大 3
つのRAID-0ボリューム (サブミラー)を作
成できます。3つのサブミラーでは、1つの
サブミラーをオフラインにしてバック
アップを実行するときも、残りの 2つのサ
ブミラーでデータの冗長性を確保すること
ができます。

■ アップグレード時のRAID-1ボリュームの
作成がサポートされます。

例については、『Solaris 10 8/07インストールガ
イド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境を作成する」を参照してください。

4つ以上のRAID-0ボリュームはサポートされ
ません。

RAID-1ボリュームを
使用した Solarisフ
ラッシュの作成とイ
ンストール

SolarisボリュームマネージャーRAID-1ボ
リュームが構成されているマスターシステムか
ら Solarisフラッシュアーカイブを作成できま
す。クローンシステムの整合性を保つため、
RAID-1ボリュームの情報はすべて、Solarisフ
ラッシュ作成ソフトウェアによってアーカイブ
から削除されます。カスタム JumpStartでは、
JumpStartプロファイルを使用してRAID-1ボ
リュームを再構築できます。Solaris Live
Upgradeでは、RAID-1ボリュームが構成され
たブート環境を作成し、アーカイブをインス
トールできます。Solarisインストールプログラ
ムでは、Solarisフラッシュアーカイブを使用し
てRAID-1ボリュームのインストールを行うこ
とはできません。

JumpStartプロファイルでのRAID-1ボリューム
の例については、『Solaris 10 8/07インストール
ガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロ
ファイルの例」を参照してください。

Veritas VxVMでは、Solarisフラッシュで使用で
きない領域に構成情報が格納されます。Veritas
VxVmファイルシステムが構成されている場合
は、Solarisフラッシュアーカイブを作成しない
でください。また、JumpStartと Solaris Live
Upgradeも含め、Solarisインストールではイン
ストール時のVxVMボリュームの再構築はサ
ポートされていません。したがって、Solarisフ
ラッシュアーカイブを使ったVeritas VxVMソ
フトウェアの配備を計画している場合は、
VxVMファイルシステムを構成する前にアーカ
イブを作成する必要があります。その後、ク
ローンシステムにアーカイブを適用しシステム
をリブートしてから、クローンシステムの構成
を個別に行う必要があります。

カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeを行うときのRAIDボ
リューム名の要件とガイドライン
ボリュームに名前を割り当てるときには、次の規則に従ってください。

■ スライス番号とディスク番号がボリューム番号に対応するような命名方法を使用
します。

■ ボリューム名は dで始まり、その後に 1つの数字が続きます (たとえば、d0)。
■ Solarisボリュームマネージャーでは、0から 127までの 128個のデフォルトボ
リューム名を使用できます。次にボリューム名の例を示します。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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■ デバイス /dev/md/dsk/d0 -ブロックボリューム d0

■ デバイス /dev/md/dsk/d1 -ブロックボリューム d1

■ 特定のボリュームタイプごとに範囲を指定します。たとえば、RAID-1ボリュー
ムには 0から 20、RAID-0ボリュームには 21から 40を割り当てます。

Solaris Live Upgradeを行うときのRAIDボリュームの命名規則
RAID-1ボリューム (ミラー)またはRAID-0ボリューム (サブミラー)を作成するのに
Solaris Live Upgradeを使用する場合は、ソフトウェアでボリューム名を検出して割り
当てるか、またはユーザーがボリューム名を割り当てることができます。ソフト
ウェアで名前を検出すると、ソフトウェアは使用可能な最初のミラー名またはサブ
ミラー名を割り当てます。ユーザーがミラー名を割り当てる場合は、インストール
時にサブミラーに 1および 2で終わる名前を使用できるように、0で終わる名前を割
り当てます。ユーザーがサブミラー名を割り当てる場合は、1または 2で終わる名前
を割り当てます。誤った番号を割り当てると、ミラーが作成されない可能性があり
ます。たとえば、ミラー名に 1または 2で終わる番号 (d1または d2)を持つ名前を指
定すると、ミラー名がサブミラーの名前と重複した場合、Solaris Live Upgradeはミ
ラーの作成に失敗します。

注 –以前のリリースでは、省略されたボリューム名を入力できました。10 8/07以降の
リリースでは、完全ボリューム名だけを入力できます。たとえば、/dev/md/dsk/d10

などの完全ボリューム名だけをミラーの指定に使用できます。

例 9–1 Solaris Live Upgrade:ソフトウェアによるミラーとサブミラーの検出および命名の有効化

次の例では、Solaris Live Upgradeがボリューム名を割り当てています。RAID-1ボ
リュームの d0と d1だけが使用中のボリュームです。ミラー d10に対し、デバイス
c0t0d0s0用のサブミラー名として d2を、デバイス c1t0d0s0用のサブミラー名として
d3を、Solaris Live Upgradeが割り当てます。

lucreate -n newbe -m /:/dev/md/dsk/d10:mirror,ufs -m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:attach

-m /:/dev/dsk/c1t0d0s0:attach

例 9–2 Solaris Live Upgrade:ミラーおよびサブミラー名の割り当て

次の例では、コマンドでボリューム名を割り当てています。ミラー d10に対し、デ
バイス c0t0d0s0用のサブミラー名が d11、デバイス c1t0d0s0用のサブミラー名が d12

です。

lucreate -n newbe -m /:/dev/md/dsk/d10:mirror,ufs -m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d11:attach

-m /:/dev/dsk/c1t0d0s0,/dev/md/dsk/d12:attach

Solarisボリュームマネージャーの命名規則については、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』を参照してください。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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カスタム JumpStartを行うときのRAIDボリュームの命名規則

RAID-1ボリューム (ミラー)またはRAID-0ボリューム (サブミラー)を作成するのに
カスタム JumpStartインストール方式を使用する場合は、ソフトウェアでミラーリン
グするボリューム名を検出して割り当てるか、またはプロファイルでボリューム名
を割り当てることができます。

■ ソフトウェアによる名前の検出を有効にすると、ソフトウェアにより使用可能な
最初のボリューム番号が割り当てられます。

■ プロファイルでボリューム名を割り当てる場合は、インストール時にサブミラー
に 1および 2で終わる名前を使用できるように、0で終わるミラー名を割り当てま
す。

注 –誤った番号を割り当てると、ミラーが作成されない可能性があります。たと
えば、ミラー名に 1または 2で終わる番号 (d1または d2)を持つ名前を指定する
と、ミラー名がサブミラーの名前と重複した場合、JumpStartプログラムはミラー
の作成に失敗します。

注 –物理ディスクスライスや Solarisボリュームマネージャーのボリュームの名前は、
省略形にすることができます。省略名は、デバイスを一意に識別できる最短の名前
です。次に例を示します。

■ Solarisボリュームマネージャーのボリュームは dnumという形式で表されます。
たとえば、/dev/md/dsk/d10は d10となります。

■ 1つのコントローラと複数のディスクを持つシステムでは t0d0s0を使用できます
が、複数のコントローラがある場合は c0t0d0s0を使用します。

例 9–3 ソフトウェアによるミラー名とサブミラー名の検出の有効化

次のプロファイル例では、ミラーには使用可能な最初のボリューム番号が割り当て
られています。次に使用可能な 0で終わるミラーが d10の場合、名前 d11および d12

はサブミラーに割り当てられます。

filesys mirror c0t0d0s1 /

例 9–4 ミラー名とサブミラー名の割り当て

次のプロファイル例では、プロファイル内でミラー番号 d30が割り当てられていま
す。サブミラー名は、ミラー番号および最初に使用可能なサブミラーに基づき、ソ
フトウェアによって割り当てられます。サブミラー名は d31と d32です。

filesys mirror:d30 c0t1d0s0 c0t0d0s0 /

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン

第 9章 • インストール時の RAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (計画) 109



Solarisボリュームマネージャーの命名規則については、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』を参照してください。

ディスクとコントローラの選択のガイドライン
ファイルシステムのミラー化に使用するディスクやコントローラを選択するとき
は、次のガイドラインに従ってください。

■ コンポーネントをそれぞれ異なるコントローラに置くと、同時に実行できる読み
取りや書き込みの数が増えます。

■ サブミラーのスライスは、異なるディスクとコントローラに配置します。同じミ
ラーの 2つ以上のサブミラーのスライスを同じディスクに置くと、データの保護
機能が大幅に低下します。

■ サブミラーは、別個のコントローラに配置します。これは、コントローラやその
ケーブルでは、ディスクよりも障害が発生する確率が高いためです。これによ
り、ミラーのパフォーマンスも向上します。

■ 1つのミラーでは、同じタイプのディスクとコントローラを使用します。特に、
古いタイプの SCSI記憶装置では、ディスクやコントローラのパフォーマンスがモ
デルやブランドによって大幅に異なることがあります。パフォーマンスレベルが
異なるデバイスが同じミラーに混在していると、パフォーマンスが大幅に低下す
ることがあります。

スライスの選択のガイドライン
ファイルシステムのミラー化に使用するスライスを選択するときは、次のガイドラ
インに従ってください。

■ ルート (/)、swap、/usrを含むどのファイルシステムでもミラーを使用できます。
また、データベースをはじめとするどのアプリケーションでもミラーを使用でき
ます。

■ サブミラースライスが同じサイズになっていることを確認してください。サイズ
が異なるサブミラーを使用すると、ディスク領域が無駄になります。

■ ミラー化されたファイルシステムで、最初に接続したサブミラーがシリンダ 0か
ら始まらない場合、追加接続するすべてのサブミラーも、シリンダ 0から始まら
ないようにする必要があります。最初のサブミラーがシリンダ 0から始まらない
ミラーに、シリンダ 0から始まるサブミラーを接続しようとすると、次のエラー
メッセージが表示されます。

can’t attach

labeled submirror to an unlabeled mirror

1つのミラーに接続するサブミラーは、全部シリンダ 0から始まるか、どれもシ
リンダ 0から始まらないかのどちらかにする必要があります。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン
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開始シリンダは、すべてのサブミラーで同じにする必要はありませんが、すべて
のサブミラーにシリンダ 0が含まれるか、すべてのサブミラーにシリンダ 0が含
まれないかのどちらかでなければなりません。

シングルユーザーモードでのブート時に表示されるミ
ラー保守管理に関する通知

ルート (/)、/usr、およびswapのミラーを持つシステムをシングルユーザーモードで
ブートした場合、これらのミラーの保守管理が必要であることが、システムから通
知されます。metastatコマンドでこれらのミラーを確認すると、「Needing
Maintenance」という状態情報が表示されます。システム上のすべてのミラーでこの
現象が起きる場合もあります。

これは危険な状況に見えますが、心配はいりません。metasync -rコマンドは通常、
ブート時にミラーの再同期のために実行されますが、システムがシングルユーザー
モードでブートされた場合には実行を中断されます。システムをリブートすると、
metasync -rコマンドが実行され、すべてのミラーの再同期が取られます。

この中断が問題になる場合は、手動で metasync -rコマンドを実行してください。

metasyncの詳細については、metasync(1M)のマニュアルページと、『Solarisボ
リュームマネージャの管理』を参照してください。

シングルユーザーモードでのブート時に表示されるミラー保守管理に関する通知
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を提供する対称鍵暗号化
方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称 128ビットブロックのデータ暗号技術。米国政
府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこのアルゴリズムのRijndael方式を採用しまし
た。DES暗号化に代わる米国政府の標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgiプログラム WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよびインストールの
コンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存できるようにするCGIプログラ
ム。

certstoreファイル 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納しているファイル。SSLネ
ゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイルをサーバーに提供するよう要求さ
れることがあります。サーバーはこのファイルを使ってクライアントの識別情報を確認
します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムがHTTPサーバーと通信するためのイ
ンタフェース。CGIを使用するプログラムは、CGIプログラムまたはCGIスクリプトと
呼ばれます。通常サーバーでは処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプロ
グラムが処理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に開発され、ANSIによ
り 1981年にANSI X.3.92として標準化されました。DESでは 56ビットの鍵を使用しま
す。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリケー
ション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライアン
トが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどのネット
ワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネットワークの保
持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

/etc/netbootディレク
トリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリティーデータが格
納されている、WANブートサーバー上のディレクトリ。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。
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/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行の際
にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。x86ベースのシステム上に Solarisソフトウェアをインストー
ルするには、1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定する必要があります。x86
ベースのシステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できま
す。これらのパーティションは、個別のオペレーティングシステムをインストールして
使用できます。各オペレーティングシステムは、独自の fdiskパーティション上に存在
しなければなりません。個々のシステムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台の
ディスクにつき 1つに限られます。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用すると、
Solaris OS、Linux、またはMicrosoft Windowsなどのさまざまなオペレーティングシステ
ムを、簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメニュー。このメニューに
は、GRUBコマンドが表示されます。これらのコマンドを編集して、ブート動作を変更
できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステムがリストされた
ブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定を変更す
ることなく、簡単にオペレーティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共有鍵と併用して、
MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関数で使用します。HMACの暗号の強さ
は、基になるハッシュ関数のプロパティーによって異なります。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキストオブジェクトを
フェッチするインターネットプロトコル。このプロトコルはTCP/IPにもとづいていま
す。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets Layer)を使って実装
されます。

IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたインターネットプロトコ
ル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定められた移行方法を使用して IPv6を採用す
ると、現在の運用を中断する必要はありません。また、IPv6には、新しいインター
ネット機能用のプラットフォームも用意されています。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使
用することによって、Solarisソフトウェアをシステムに自動インストールできます。

/exportファイルシステム

Solaris 10 8/07インストールガイド (インストールとアップグレードの計画) • 2007年 6月114



JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれているディレクト
リ。プロファイルフロッピーディスクを使用してインストールする場合は、フロッピー
ディスク上のルートディレクトリが JumpStartディレクトリとなります。カスタム
JumpStartインストール用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタム
JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが JumpStartディレクト
リとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セキュリティー保護さ
れていないネットワーク接続で相互を認識できるようにするネットワーク認証プロトコ
ル。

keystoreファイル クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは鍵を使って、サーバーから送信されるデータや
ファイルの完全性の確認と復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介して通信できる、近
接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスクライアントとサーバー
間の通信に使用される標準の拡張可能なディレクトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用する繰り返し暗号化の
ハッシュ関数。1991年にRivest氏によって開発されました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペレー
ティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータベー
スは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネットワー
ク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスクレスクライアント
にサービスを提供するには、OSサーバーは、ディスクレスクライアントごとに、ルー
ト (/)ファイルシステムとスワップ空間 (/export/root、/export/swap)用のディスク容量
が必要です。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも呼ばれます。ス
トライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

RAID-1ボリューム
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Reduced Networkingサ
ポート

Solarisシステム (ネットワークサービスのサポートは一部のみ)をブートし、実行するた
めに必要な最小限のコードを含むソフトウェアグループ。Reduced Networkingサポート
は、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、システム管理ユーティリティーを
提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システムでネットワークインタ
フェースを認識できますが、ネットワークサービスがアクティブになることはありませ
ん。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成しなくてはなりません。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Solarisソフト
ウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテ
キストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインストール
で使用されます。「プロファイル」も参照してください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続を確立するソフト
ウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護されたバージョンであるHTTPSを実装
するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未満の入力に対して演
算を行い、メッセージダイジェストを生成します。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼働している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼働中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

Solaris DVDまたはCD
イメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDやCDから、または
Solaris DVDやCDイメージをコピーしたインストールサーバーのハードディスク上から
利用できます。

Solarisインストールプ
ログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルに、Solarisソフトウェアやサードパー
ティソフトウェアをインストールする手順が示されます。

Solarisゾーン オペレーティングシステムサービスを仮想化し、安全で隔離されたアプリケーション実
行環境を提供するソフトウェア区分技術。非大域ゾーンを作成すると、そのアプリケー
ション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンから隔離されます。このように
隔離されているので、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほかのゾーンで実行中のプロ
セスから監視または操作されることがありません。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」
も参照してください。

Solarisフラッシュ 「マスターシステム」と呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成する Solaris
インストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行うと、
そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。「アーカイブ」も参照して
ください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定するファイル。

Reduced Networkingサポート
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truststoreファイル 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートインストール時に、ク
ライアントシステムは truststoreファイル内のデータを参照して、インストールを実行
しようとしているサーバーの識別情報を確認します。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメントを要求するため
に使用するアドレス方式。URLはロケーションとも呼ばれます。URLの形式は
protocol://machine:port/documentです。

たとえば、http://www.example.com/index.htmlはURLの一例です。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上で Solarisソフトウェアをインス
トールおよび実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができます。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

WAN wide area networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)または地理的に異な
る場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛星などの回線を使って接続するネット
ワーク。

wanboot-cgiプログラム WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転送を行うCGIプロ
グラム。

wanboot.confファイル WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値を指定するテキス
トファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、クライアント構成
ファイル、およびインストールファイルを読み込む、二次レベルのブートプログラム。
WANブートインストールでは、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次ブー
トプログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインストー
ル

HTTPまたはHTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフトウェアをブート
しインストールできるインストール方式。WANブートインストールでは、暗号化され
た Solarisフラッシュアーカイブを公開ネットワークを介して転送し、リモートクライア
ントに対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリティーファイルを提供
するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。WANブートミニ
ルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェアのサブセットが格納されます。「ミ
ニルート」も参照してください。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

アーカイブ
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更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使用することも可能です。差分アーカ
イブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれます。差
分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能な
システムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含むシス
テムのみに限定されます。

アップグレード ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Solaris OSのアップグレードでは、Solaris OSの新しいバージョンがシステムのディスク
上の既存のファイルにマージされます。アップグレードでは、既存の Solaris OSに対し
て行なった変更は可能な限り保存されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールによって提示されるオプション。アップグレード時には、新しい
バージョンの Solarisとディスク上の既存のファイルが結合されます。前回 Solarisをイン
ストールしてから加えられたローカルの変更内容は、できる限り残されます。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不可能にして保護す
る処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行われ、この鍵は情報の復号化に使用
されます。「復号化」も参照してください。

一次ブートアーカイブ システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。このブート
アーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。「ブートアーカイ
ブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solaris DVDまたはCDのイメージをネットワーク上のほかのシステ
ムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれる)。Solaris DVDまたはCDの
イメージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインストールサーバー
を作成できます。

エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行します。このスクリプト
は、カスタム JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサポー
ト

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
ライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミングツール
が収められているソフトウェアグループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアをシステムに自動的
にインストールする方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カスタマイズされたプロ
ファイルを作成できます。カスタム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する
JumpStartインストールです。

アップグレード
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カスタムプローブ
ファイル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければならないファイルで、次
の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプト。含む 2つのタイプは、プローブ
と比較です。プローブ関数は、必要な情報を収集し、実際の作業を行なって、定義に対
応した SI_環境変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになります。
比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較し、キー
ワードが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比較関数は
ルールキーワードになります。「rulesファイル」も参照してください。

共有可能ファイルシス
テム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステム。Solaris Live Upgradeの
使用時に、アクティブブート環境と非アクティブブート環境によって共有されます。共
有可能ファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境の両方の
vfstabファイル内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アクティブブート環
境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されます。
共有可能ファイルシステムはデフォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライスを
指定することもできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモリーといったサー
バーの資源にリモートアクセスするプロセスがクライアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solarisソフトウェアは複
数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラスタ」と「パッケージ」
から構成されています。

クリティカルファイル
システム

Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使用するとき、これら
のファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境それぞれの
vfstabファイルでは独立したマウントポイントになります。root (/)、/usr、/var、/opt

などがクリティカルファイルシステムの例です。これらのファイルシステムは、必ず
ソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。

クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールするシステム。クローンシステム
は、マスターシステムと同一のインストール構成になります。

コアシステムサポート システムで Solaris OSを起動して実行するのに必要な最小限のソフトウェアが収められ
ているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行するために
必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDEソフト
ウェアは、コアには含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開鍵、もう 1つは、
メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵です。

更新 システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウングレー
ドされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じタイ
プのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプション、ファイル
名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバイス。

サーバー
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サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理ネットワークに分割
する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビットを選択するために
使用されるビットマスク。マスクは 32ビットです。インターネットアドレスのネット
ワーク部分と、ローカル部分の 1個以上のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、クローンシステムで保持、変更、または
削除するファイルが含まれます。差分更新により、指定されたファイルだけが更新され
ます。また、差分更新を使用可能なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性
を保持するソフトウェアを含むシステムのみに限定されます。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したもの。

システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfgファイルおよびカスタム
JumpStartファイルの場所を指定するテキストファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。 rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされるまでの間
に作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用しま
す。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複
製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスク (1つまたは複数)が Solaris OS
の新しいバージョンで上書きされます。システム上で Solaris OSが稼動していない場合
は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可能な Solaris OSがシス
テム上で稼働している場合は、初期インストールを行うとディスクが上書きされ、OS
やローカルの変更内容は保存されません。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊なユーザー。スーパー
ユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全プログラムの実行権を持ち、任意
のプロセスに終了シグナルを送ることができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

サブネット
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スワップ領域 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapファイルシステムとも呼ばれます。

全体ディストリビュー
ション

Solarisリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリビュー
ションとOEMサポート

Solarisリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフトウェアグ
ループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシステムにインストールする場合は、このソフト
ウェアグループを推奨します。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solarisのインストール時
には、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コアシステムサ
ポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、または全体
ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリビュー
ションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであり、システム全
体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インストール、管
理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができます。物理デバイ
ス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管理
は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプロセスは、適切
な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブジェクトにもアク
セスできます。「Solarisゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するために使用されます。
データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列の場合はチェックサム計算時に数値
として扱われます。チェックサムの値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく行わ
れたかを確認できます。

ディスク
(disc)

磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディスク)業界では共通の
綴りを使用します。たとえば、CD-ROMやDVD-ROMは光学式ディスクです。

ディスク
(disk)

1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどのデータを格納する同
心トラックとセクターで構成されます。「ディスク (disc)」も参照してください。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を表現するファイ
ル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから pfinstallコマンドを使用して、
サイズの異なるディスク上のプロファイルをテストできます。

ディスクレスクライア
ント

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信頼済みの第三者機
関から発行されたもの。

デジタル証明書
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電源管理システム 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源を切断するソフト
ウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイドライン第 2版に準拠したシステム
に Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理システムソフト
ウェアがインストールされます。デフォルトで電源管理がインストールされているシス
テムの例として、sun4u SPARCベースのシステムがあります。リブート後、電源管理シ
ステムソフトウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用していない場合は、自動
的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ることが要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、およびデータが格
納されている、Webサーバーマシン上の階層のルート。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを共有する、ローカ
ルネットワーク上のシステムグループを表します。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前であり、管理ファイ
ルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)のデータベースが正常に動作するた
めにはドメイン名が必要です。ドメイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名
から構成されます (たとえば、tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要素名
は右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域を表します。

認証局
(CA)

CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公開鍵のペアの作成に
使用するデジタル証明書を発行する、公証された第三者機関または企業。CAは、一意
の証明書を付与された個人が当該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサーバー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められている分散型
ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステムは、これを利用して相互通信を
行います。ネームサービスを使用することによって、ネットワーク全域にわたるシステ
ム情報を保守、管理、または取得できます。ネームサービスを使用しないと、各システ
ムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持しなければなりません。
Sunは次のネームサービスをサポートしています。LDAP、NIS、およびNIS+です。

ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方法。
ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストールサー
バー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

ネットワークに接続さ
れているシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハードリンクから同じ
物理ファイルを参照することができます。

電源管理システム
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派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的に作成されるプロ
ファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Solarisソフト
ウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラスタ」
と「パッケージ」から構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同じ入力に対して
は、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、テーブル検索アルゴリズム、エラー
検出、改ざん検出などに使用できます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を生成
する別の入力を見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向のハッシュ関数
の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、メッセージダイジェスト
はディスクファイルなどの可変長入力を受け取り、小さい値に変換します。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

パッチアナライザ 手作業でも、Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリプト。パッチアナ
ライザは、システムを解析し、Solaris Updateへのアップグレードを行うことで削除され
るパッチがどれであるかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコンテナ。パネルで
は、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認することができます。ウィザードでパネル
を使用することで、正しい順序で操作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非大域ゾーン Solarisオペレーティングシステムの 1つの実体内で作成される、仮想化されたオペレー
ティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用するこ
となく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも呼ば
れます。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム SunOSTMオペレーティングシステムでは、ユーザーがアクセスできるファイルおよび
ディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこと。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これらのキーにはそれぞ
れ特定の機能が割り当てられています。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブート
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ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Solaris OSのブートに使用されるクリティカルなファイル
の集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウントされる
前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持管理し
ています。
■ システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。このブートアー
カイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカイブ。
このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシステム
を起動します。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ばれま
す。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成することであり、通常、一
次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

ブート環境 Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよびマウン
トポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在すること
も、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーの存在するサブネットが、
Solarisソフトウェアをインストールする必要があるシステムと異なる場合、ネットワー
クを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブート
アーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントするこ
となくシステムを起動します。このブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイル
セーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成するこ
とであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータを平文に変換する処理。「暗号化」も参照してください。

プラットフォームグ
ループ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラットフォームのグルー
プ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

ブートアーカイブ
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プラットフォーム名 uname -iコマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60のプラットフォーム名
は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関する属性情報を抽出
する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに必要な一致条件の設定およびプロ
ファイルの実行は必要ありません。「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインストール方法を定義す
るテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフトウェアグルー
プを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがインストールさ
れる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異なるプロ
ファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使用することも可
能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリに持つサーバー。

プロファイルフ
ロッピーディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレクトリ (JumpStart
ディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。この名前は、特定の
ドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを意味する)内にある全システム間で固
有でなければなりません。ホスト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合
わせて作成できますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集まり。
ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じよう
に機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクから、
ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするには、ローカ
ルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (たとえば /usr)
が必要です。

マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークステー
ション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成がアーカイブに保
存されます。

マニフェストセク
ション

クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブのセクション。マニ
フェストセクションには、クローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上
のファイルが一覧表示されます。このセクションは、情報提供専用です。このセク
ションは、ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用できませ
ん。

マニフェストセクション
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ミニルート Solarisインストールメディアに収録されている、起動可能な最小のルート (/)ファイル
システム。ミニルートには、システムをインストールおよびアップグレードするために
必要な Solarisソフトウェアが含まれます。x86ベースのシステムでは、ミニルートはシ
ステムにコピーされ、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイ
ルセーフブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

ルート 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれます。そのスライスが
いっぱいになると次のスライスに連続してデータが書き込まれます。ミラーに含まれて
いる場合を除き、連結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参
照してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディスク上にある物理ス
ライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュームマネージャーではボリュームと呼
ばれます。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスク
と同じように機能します。

ボリュームマネー
ジャー

DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するための手段を提供するプログラム。

ミニルート
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